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(BERVBE) RARE (長崎 市 大 橋 町 200, RGASSSSMZAS), KEF 
(鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 文 理 学部 地学 教 鹿 )) 米谷 利治 (新潟 県 東蒲原 郡 三 川村 , 
日 本 鍼 業 株 式 会 社 三 川 銚 業 所 ), 肥田 昇 (立川 市 錦町 2 ノ 81), 小松 密 (広島 市 基 町 } 工 
業 技術 院 地 質 調 査 所 広島 駐在 員 事 務 所 ), SBE (新居浜 市 外 泉川 局 区 内 角野 町 山 
根 西 社宅 , 住友 人 金属 鉄 山 株 式 会 社 別 子 鉄 業 所 採録 部 調査 課 BOMEE (東京 都 北 多 
摩 郡 小 金井 町 1400), HSER) GOERS, 住友 金属 鉱山 株 式 会 社 
北見 鉱業 所 社宅 ), NUBAZ (東京 都 大 田 区 石川 町 176), ABS KRHA 
概 科 大 字 流 倉 , 日 本 録 業 株 式 会 社 本 洗 油 田 探 録 所 ), SS ( 坊 蔵 野市 吉祥 寺 2671 ノ 
1), 増 油 監 吉 (岩手 県 下閉伊 郡津 軽石 村 赤 前 , 住友 人 金属 鍼 山 株 式 会 社 北 頭 鉄山 ), 日 
FOPBRRKSE ( 京 京都 千代 田 区 涼 の 内 2 ノ 20), WMA SRR RSANE 
AtSAiL), (TPS (長野 市 称 清 水町 , 長野 西高 等 学校 通信 教育 部 ), 前 沢 保利 (東京 都 
渋谷 区 代々 木山 谷町 190, 代々 木山 谷 ア パー ト 4038 号 ) 

GBS ARBRRASHES SM, 小 杯 刺 一 , BHO Bye ~ 

(He) 本 会 顧問 京都 大 学 教授 理学 博士 田久保 実 太 部 氏 は , 去る 9 月 9 日 急病 の 
た め 逝 去 さ れ た 。 こ こ に 護 ん で 哀悼 の 意 を 表す る 。 

BoM RASS PeBRUMES は 月 22 日 午前 9 時 より , 山形 大 学 
文理 学部 で 開か れ た 。 給 会 議事 に 引続き 藤岡 一 田 氏 の “ARORA, と 題 
$ SE: BBY, つい で 次 の 学術 講演 が 行わ れ た 。 

田島 周辺 の 地質 (aia, 和信 島 隆一 ), 書 海 石 次 岩 に 関す る 二 , 三 の 問題 (藤田 博 
is), 本 洗 筆 地 の 座 孔 虫 化石 群 に つい て (岩佐 三郎 ), Al, 鳥海 山 火 山 に 見 られ る 火 
山脈 の 問題 (今田 正 ), 水上 山花 税 岩 賃 入 の 時 代 に つい て I), SBIR GHEE 
遠野 附近 の 地質 特に 所 調 上 遠野 式 集 塊 岩 に つい て (AIRE), 大 平山 地域 の グリ ン 
タフ (予報 ) (藤岡 一 男 。 FER, SRE, MA, ASME), 十和田 し ら す か ら 
ATLPEME HO HEE (AMEE BH) 

BEV CHL PPAR OTN, MK 6 時 か ら は , LOUNERICRO Ca 
ROME S Mico i HHO 21 日 に は , KOABBHRAAHAn, SKOERS 
SIR L720 

東北 日 本 の 央 山 (AMES), WHHL COMB ROWE (江口 元 起 ), AS 
の 硫黄 資 源 (THAR), 原子 力 問 題 と ウラ ニ = ウツ ム 盗 源 (渡辺 万 次 郭 ) 


BRAAOH 会 費 の 精算 を 行 つ て お り ま すか ら , 37% (昭和 28 年 ) の 未納 
DINBEBLILSF So ARERR (400 円 ) FHM E T, 


Fhe 


4 
= 


3 9% 1G EG WE Uy DER BR @ HE 195421 


th 


eee 


WR RR X 
本 邦 の 火山 に つい て 一 活動 の 波及 性 り (WER) 
Studies on volcanoes in Japan, — spreading of the activity 


種子 田 x PH (Sadakatu Taneda)* 


Abstract. The eruption histories of Japanese valcanoes are shown 
schematically in Fig. 2. The positions of volcanoes is represented by the 
vertical lines, the apart of which corresponds to the ratio of the distance 
between the volcanoes measured in SW-NE-NEE direction (Ref. Fig. 1). 
The axis of coordinates shows the historical age. 

The spreading tendency of the volcanic activities is shown in the 
Figure, that is to say the activities succeed in turn from SW to NE in 
the Ryukyu, Kyushu, Honshu, Hokkaido and Huji volcanic zone districts, 
and from SWW-NEE in the Tisima district. They can be analysed in 
two spreading tendencies, the fast and slow one, of uniform velocities 
which is shown by the broken linesin Fig. 2. This fact may be explained 
by considering something, which provokes the volcanoes to eruption, 
moves towards NE (towards NEE in the Tisima district) in the velocities 
of 15-17km per year and 4-6km (7. 5-8. 5km in the Tisima district) in 
the velocities or 15-17km per year and 4-6km (7. 5-8. 5km in the Tisima 
district) per year. It may be certain wave whicn is conveyed through 
the subcrustal basaltic or sima layer. 

From Fig. 2, we can predict the futre eruptiou. 

The similar tendency of northwards spreading of volcanic activity is 
also found in Kamchatka and Chile as well. 


Be 言 

私 は 先 年 押 著 「 本 邦 の 火山 に つい て 一 活動 の 波及 性 (FR) BLUE 
BAS | (地質 学 雑誌 , 54 券 , 1948, pp. 1-5, 39-40) に お いて , ARH 
に 記録 され た 本 邦 の 火山 活動 を 検討 する と 「 火 山 活動 は 概して 或 る 方 向 に 
移っ つて 行く 通 性 (伝播 隆 叉 は 波及 性 ) が ある 」 事 を 指摘 し , 「 そ の 方 向 と 
| は , 南西 か ら 北 束 へ の 方 向 で ある が , 東進 と 北進 と の 傾向 が 互 に 矛盾 する 


* 九州 大 学 理 学部 地質 学 教 窒 
1) 必ず し も 適当 な 語 で は な い が 便 宜 上 この 語 を 使 つ て 置く o 
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2 AM BREE ~ 
- ょ な く 調 和 し て いる も の で ある 」 と 説い た 。 佐 し な が ら そ の 実態 ・ 本 質 
を 療 察 する た め に は 現象 の 更に 精 し い 解析 が 必要 で , (eI Ee XL tees 
。 本 州 内 周 地域 ・ 北 海道 ・ 九 州 中 部 な どの 火山 活動 に つい て は 更に 考 究 さ 
れ な けれ ば ざ ば ならない 。 : 

本 稿 に お いて 私 は 先 づ 現象 を 明らか に する 事 を 努め , HRY Kr 
所 を 青 検 討 し つっ >, 多少 の 新知 見 を 加え て みた いと 思う 。 考 察 ・ 記 述 の 中 
ら ぎ ざる 所 は 後日 に 期す 次 第 で ある 。 

| II. A 法 

先 づ わが 国 の 火山 の 噴火 史 を 図表 化す る 。 す な わ ち 西 紀年 数 を 縦 軸 に と 
り , 横 軸 に 火山 の 位置 を それ ぞ れ 実際 の 距離 に 比例 し て と る 。 こ の 各 火 山 
間 の 距離 は 或 る 方 向 に お ける 正 射影 を と る 。 一 つの 拓 山 の 噴火 の 「 時 」 に は 
その 火山 ( 横 軸 上 の 点 ) を 通 つ て 縦 軸 に 平行 な 直線 ( 縦 線 ) 上 の 点 で 表 わ 
され る の で , これ を 「 噴 火 点 」 と 呼ぶ こと に する 。 叶 火 の 規模 の 大 小 は 叶 
火 点 に お いて 縦 線 に 垂 線 を 立て > その 長短 で 表わす 。 (第 1 図 及 第 2 図 参 
FR) 0 


第 1 図 AMO AKO 
SW-NE-NEE 線 
(KEY) へ の 投影 を 
Rt 
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1) FAFA ARO AK COMCHHRAEOMIEE HK, 32, 22~40, 1944. 


同 上 本 邦 の 炎 山 に つい て 一 活動 の 波及 性 (予察 ), HW, 54, 1~5, 1948. 
同 上 同上 WS, Wwe, 54, 39~40, 1948. 


S29 SG 7 SHE 9 SHWHA ¢ SUK 7, BF¢h 'e Brey 


Sc 61 Sethe ‘gr Bx — 
con SEBS 9] SMW st MMB pl MBY- ot MBN gt SEY 11 SEW o1 


61. STL or SToTEl ZIILOT6 8) OL 


Taner . WoO RY Mey 


£EY CLI 
ane 6 
Shh “7 

-45 QL 

ーー + (081 

35 S81 

# COSI 

1y~ 

06h 


LTO em Sn = 


ty 


. pee 2a OO RE R 


= OME BS 実 の 噴火 点 の 分 布 の 規則 性 を 探す 。 一般 に 適当 な 方 向 に 直線 
RaW T, いく つみ か の 噴火 点 を 通過 せしめ る 事 が 出来 る 。 そ ご こ で どの 方 向 
に 引い た ら 最 小数 の 平行 線 で 最大 多数 の 叶 火 点 を 通ら せる 事 が 出来 る か を 
探す 。 一 方 噴火 点 の 分 布 の 規則 性 は 横 軸 の と り 考 (すなわち 火山 問 の 距離 
( 正 射 影 ) を 測る 方 向 ) に よ つ て 異 る の で , この 様 な 平行 線 を 最も 適当 に 引 
く 事 の 出来 る 様 に 横 還 の 方 向 を 選ぶ ぷと, OHM, 上 述 の 平行 線 に よ つ 
て 未 さ れる 遠 度 で 火山 活動 が 伝わる と 考 えら れる わけ で ある 。 

RE: この 様 な 巻 え 方 に は 幾つ か の 仮定 が 含ま れ て いる 。 主 な も の 
を 挙げ る と , (①) 大 山 活動 は 原則 と し て 略 々 等 速度 で 或 る 方 向 に 伝わる と 詩 
- う 仮 定 と , この 仮定 に 関連 する (2) 火山 活動 が 世 る 方 向 に 伝わる と き , そ 
の 途上 の 活 火山 の 総 て が 活動 する と は 限ら な いと 云 う 仮定 (MA) TH So 


III. 結 = 


AE CRS PERT AIEC, WAW ARTO £0 D7 BR CHEORMUK 
図表 に つい て 検討 し た 結果 は 以下 述べ る 通り で ある 。 

1. 本 邦 の 火山 活動 期 。 各 火 山 帯 は 略 々 同期 に 活動 期 に 入っ つて いる 様 で 
HS. 10 世 記 の 後半 か ら 14 世紀 末 葉 に 豆 る 平 衝 期 が (琉球 ・ 富 士 ・ 那 
ROS KL) 共通 に あつ た と 思わ れる 。 19 iho, 中 工 る 比較 的 
平 稿 期 と 見 る 事 が 出来 る 様 で ある 。 

Ti) PEG © BARE © | 闘士 火山 帯 北部 な ど , 上 述 の 平 笑 期 に も 活動 し た 大 山 
』。 は ある 。 

2. 各 火 山 溢 に お ける 活動 の 値 揺 千島 火山 帯 , 那 因 火山 帯 , 琉球 火山 
Wy Clk, Ue SE he Oe 
れる 。 ACHE ClLER @ HEME CH ZAMAN OMM DANA, BEA LHS 
は 少く と る も 近年 は 南西 一 南 か ら , 北東 一 北 へ の 傾向 が BD 6 NAR CH 
PO 

前 閉 で は 富士 火山 帯 で は 近年 に お ける 南 か ら 北 へ の 活動 移動 の 傾向 を 指 
摘 し つ * 見 掛 上 富士 大島 か ら 三 宅 島 ・ 信 丈 島 へ と 順次 活動 が 遅れ て 行 つ 
た 例 が ある こと に 注目 し た の で あつ た が が , 古い 海洋 中 の 火山 活動 は 記録 漏 
れ の も の る も 少く な い 懸 念 る も ある か ら , 近年 の 傾向 を -- 義 的 に 考え る 事 に す 


大 正六 年 以前 の 火山 活動 記録 は , BPA 86 号 (大 森 房 吉 : AKI 
活動 記録 , 大 正 7 年 ) に より , その 後 の も の は 主 と じ て ‘Ki : H1¥, BIS (A 
7 年) 乃至 第 4 巻 , 第 2 号 (昭和 15 年 ) PAINE RR, な か で も 「 本 大 火山 
活動 記録 」, 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 誌 第 24~36 巻 お よび 地震 (1.18%, B52 8B, 第 1~ 
5 &), 地質 学 雑誌 の 論文, 雑 報 , 時 報 な ど に よ つ た 。 倫理 科 年 表 も 参照 し た 。 

千島 火山 帯 の 火山 の 位置 を 調べ る に 際 し て 石川 俊夫 博士 の MBA CLK. 記し て 
深謝 の 意 を 表わす 次 第 で ある 。 
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る と 南西 南 か ら 北 東北 ! NPRM RDO LASRAMES, TOM 
で 南西 か ら 北 東 へ 伝 わ つ た と 開 え る の が 適当 の 様 で ある (後述 (III. 3))。 
那 頃 火山 帯 お よ ょ び 千島 火山 帯 で は 火山 の 麻 行 配列 が 明らか で ある が , fA 
じ 礎 行列 に 属す る も の は 比較 的 近接 し て 活動 し , AROMAS ERT SB 
の は 外側 の 麻 行 列 に 属す る 十 位 の も の より る も 先立つ て 活動 し て いる 。 HA 
火山 帯 に お いて は 南西 か ら 北 東 へ 伝わり , 千島 火山 帯 で は 南西 々 か ら 北 東 
2ABDELBAMIE, この 噴火 順序 の 乱れ の 問題 も 解消 する 。 ie 
3: BIKUBHSBOREH ( 各 火 山 天 相互 の 間 の 開 係 ) 各 大 山 帯 毎 に 
活動 が 南西 ペー 南 か ら 北 東 々 ー 北 へ 伝 わ つ て ゆく と 療 えら れる 事 は 前 述 の 
通り で ある が , 各 人 大 山 帯 相互 の 間 の 関係 は どう で あろ うか 。 すなわち 琉球 
Kil, SoA, AAW, 千島 火山 帯 な どの 活動 の 間 に - 連 の 伝 
MERRY LENS CHAI Ard 
MEK BUZEO HH AW ADA NC LOCHRAT SL, HERA 6 ALE 
で は 南西 一 北東 方 向 に 横 軸 を と り , 千島 火山 帯 で は 南西 ペー 北東 々 方 向 に 
筑 軸 を と る の が 最も 適当 で ある 事 が 分 る (第 1 図 )。 すなわち , 琉球 火山 
帯 , Skt, Bax, AVA, AGO ALATA CA 
央 部 を 通る 南西 一 北東 方 向 の 直線 に 投影 し , 千島 火山 帯 の 大山 は 南西 々 ペー 
AER AO BRIER LC KER EOC SALAMA EC CHAK 
が 最も 規則 的 配列 を な す 様 で ある 。 (第 図 及 び 第 2 図 参照 )】 すなわち , 
全体 を 通じ て 基山 活動 が 略 々 等 速度 (年 速 15-17km HEU 4-6km (KR 
は 7.5-8.5km) ) で 伝わる と 見 る 事 が 出来 , この 速 さ で 日 本 列島 の 南方 か 
EYER, 九州 , 本 州 を 通 つ て 北海 道 に 至る 迄 , 冨士 火山 帯 を 横断 し て 
北東 方 向 に 伝わり , 千島 列島 で は 方 向 を 変え て 北東 々 方 向 に 伝わる と 考え 
られ る の で ある 。 

Lid BREE SOMMER DS DO, 琉球 火山 帯 (富士 火山 帯 南 部 る 
一 緒 ) で は 年 速 15~16km と 5-6km (17 世紀 初期 迄 は 4-5km), 富士 
KUL BABE, BMA, PLATE, 北海 道 で は 年 速 15-17km と 
4-5km, 千島 火山 帯 て は 年 速 15-16km と 7.5-8.5km (北部 で 5km の 
fl% HA) の 伝わり が 認め ちら れる 。 

IV. 検 =f 

1, AGROM., CLOHEKU2COMBAMHEE EW TWZOT, こ 

の 点 が 先 づ 検討 され な けれ ば な ら な い 。 


1) 最近 胡 島 交 彦 は 北進 を 認め て いる (On the regularity of the activities of 
Fuji volcanic zone. 地質 , 59, 1953, 75~78). 
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(1) JX (LPS SAE LCR SE CR SAMIR S & OMe. — 
の 仮定 の も と に 伝播 の 方 向 , 速度 を 求め た の で ある が , 一 応 求 め 得 ら れ , 
それ が 確率 的 偶然 性 以上 の も の と 思わ れる の で , この 仮定 が 朋 当 で ある こ 
と を 示す も の と 解 し 得る で あろ う 。 Bd, 次 の 第 2 の 仮定 が 必要 で ある 。 

(2). 火山 活動 が 伝わる 途上 の 火山 の すべ て が 活動 を 起す と は 限ら な いと 
芸 う 仮定 。 噴 火 図 表 か ら (ERI EVAAKMNOMKR DS) 明か な 様 に こ 
の 仮定 な し に は 略 々 等 速度 で 或 る 方 向 に 伝わる と 友 う 規則 性 は 認め 難い の 
で ある 。 

2. (KIRVEDD S Leng, (l) H 2 OREO 2 eC S 
か , Bert (2) 第 2 の 仮定 な し に いろ いろ の 速度 で 伝わる か の 検討 を 要 す _ 
Bo (2) の 場合 は 仮に 地 体 構造 に よ つ て 伝 速 度 が 異 う 事 が あり 得る と し 
Ch, その 数 量 的 検討 と 火山 活動 の 原因 の 質 的 相 異 の 有無 , 伝播 速度 の 相 
異 の 有無 又は 速度 の 数 量 的 検討 が 充分 に な され な けれ ば ぱ 無 意味 で ある 。 そ 
う で な いと , HOA, WHERE COO CONES. BACH 
いて は , 比較 的 簡単 な 仮定 で 規則 的 結果 の 得 ら れる (1) の 場合 が 妥当 と 思 
われ る 。 RN 7 を 参照 の 事 。 

3. 第 2 の 仮定 は 噴火 は 伝わる 「 或 る る の 」 と 「 他 の 条件 」 と の マツ ッ チ 
し た 場合 に 起 る こと を 意味 する 。「 或 る も の は 地 体 構造 に 関係 な し に 南 
西 ご 北東 っ 北東 々 方 向 に 等 速度 で 伝 持 す る こと か ら 判 断 す る と , HR ( シ 
F VB) に 関す る より も , その 下 旗 の いわ ゆる 「 シ マ 層 ?」 に 関す る も る の 
で , 一 つの 場合 と し て その 中 を 伝わる 或 る 種 の 波動 を 一 応 考え られ る 。 そ 
じ て 下 他 の 条件 」 と は 「 ま ぐま 溜り 」 OTE CE OV Re RENE, HE 
の 展張 ・ 庄 縮 な どの 関係 , 地 体 構造 その 他 の 外因 で あろ うと 思わ れる 。 

4. そう で ある と すれ ば , 日 本 列島 附近 (富士 秋山 帯 南 部 迄 含む ) の 地 
下 或 る 深 さ の “subcrustal layer’ (yz?) を 南西 っ 北東 っ 北東 々 方 向 
(IIT.3 人 参照) へ 「 或 る も の 」 が が 波及 し て 「 ま ぐま 漁り 」 に 活動 力 を 与え 
る こと に な る 。 ま ぐま 漁り を 機械 的 に 刺 戦 する も の か , エネ ルギー を 伝え 
る も の か 分 らち ない が , 波及 方 向 は 「 シ マ 」 の 対流 と 関係 深い 様 に 思わ れ 
る a 

5. 私 の 前 著 (前 掲 ) に お いて , 本 邦 の 火山 の 活動 に は 東進 と 北進 と の 


1) カム チャ ツ カ や チリ の 大 山 に つい て , 資料 が 不足 し て は いる が , 試み に 噴火 図表 を 
作っ つて みる と , カム チャ ツ カ で は 北東 方 向 へ , チリ 南部 で は 北方 へ , 火山 活動 の 伝播 が 
認め ちら れる 様 で ある 。 ARM, カム チャ ツ カ , 南米 チリ ー の 灯 山 活動 の 伝 盟 方 向 が それ ぞ 
_ れ の 地域 の 海流 の 方 向 と 一 致し て いる 事 は 興味 深い 。 谷 , スマ トラ , ジャ ワ な ど に お い 
て は 西方 へ 伝播 し て いる と 考え られ る 様 で そう で ある と すれ ば これ る 海流 の 方 向 と 調 
MWY Ca Ac 
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通 人 性 が あつ て , 前 者 は 側 圧 に 関し , 後者 は 「 火 山 力 の 波及 」 で あと 述べ ペ 

た 。 こ の 渋 及 は 具体 的 に は 北東 進 ・ 北 東 々 進 で る る わけ で ある 。 

0 お いて 活動 が 東進 する 事実 は 「 或 る る の 」 の 波及 と 「 他 

条件 」 の 売 足 と が マツ ッ ツチ する 地点 が 東進 する も の と 解 さ れ , その 原因 を 
季 毅 に 求め る な ら ば , BEL PHL » IS A O BILE PBB AENS. 

ER oe See 

((-XWAiI % SHEA CRANE BTS). . 

6. AMOAY SARC RBIICAS = 2, EU IE gS BZ ED 
の 南進 の 例 な ど を 説明 する た め に , 前 閉 で は 「 火 山 力 の 発生 所 」 を 琉球 火 
由 帯 南端 部 , 本 州 中 央 部 , 北海 道 な ど に 仮設 し た が , こ ょ に 再 検討 の 結果 
で は ,「 或 る も の 」 が 一 方 的 に 南西 っ 北 東 っ 北東 々 へ 波及 する が , それ に 
る も か ゝ わら ず 各 大 山 帯 が 略 々 同時 に 活動 期 た 入る の は , 「 他 の 条件 」 が 軽 
ieee 上 な い 事 を 示す も の と 思わ れる 。 そ れ は まぐ ま 」 に 関す る こと か 

殻 に 関す る こと か , 恐らく 軽重 の 差 は ある る で あろ う が , 両方 に 関す る こ 
ie CMO ig : 

7. 最後 に 本 稿 は , 日 本 殆 島 周辺 と 云 う 比 較 的 広い 範 砂 に お いて 火山 活 
動 が 一 方 向 に 波及 する 事 の 検討 で ある こと を 忘れ な い 必 要 が ある 。 

V. 附 記 火山 活動 の 予知 

吐 火 を 予報 する と 云 うこ と は 極め て 重要 な 事 で ある だ け に , 軽々 し く な 
す 可 ら ざ る 事 に 属す る 。 先 づ 予 知 出来 る か どう か を 検討 する 事 が 大 切 で あ 
る が , 上 述 の 如き 活動 伝播 の 通 人 性 が あれ ば , 将来 の 活動 を 予知 する 手 懸 り 
WHESNSDE CHA, RARRKOM KBD FAO KUO THKO 
超 る 可能 性 の あぁ る 年 を 読ん で みる と 次 の 様 で ある る (k OMEARAA DHF 
し い の で ある が , 噴火 の 人 危険 を 要 心 する の に 要 心 し すぎ る と 去 う 事 は な い 
と 思う の で ,。 記し て 置く 次 第 で ある )。 

MB, MACH (1949 年 ) の 活動 が 約 15km の 年 速 で 伝われ ば 
1960 年 に 活動 する 可能 性 が あり , AH Zi (1938 年 ) の 活動 が 約 Skm 
の 年 速 で 伝われ ば 1972 年 ( 末 ) に 活動 の 可能 性 が あぁ る 。1983 年 頃 , 
1964 年 頃 も 可能 性 が ある 。 

false iz LC paix 1953 年 頃 , 1957 年 頃 , 1960 年 頃 , 1964 年 頃 , 
1967 年 (42) Bi, 1971 年 頃 , 1975 年 頃 な ど に 活動 の 可能 性 が あり , B 
fia 1953 年 頃 , 1957 4Aai, 1962 Ze mia. 雲仙 は 1954 ZEEE, 1959 年 
bi, 1963 4peH, 1964 年 頃 等 , 九重 は 1955 年 頃 , 1957 年 頃 , 1959 年 
tH, 1966 4FuH, 1969 年頃 等 ) 伊豆 大 島 は 1958 年 頃 , 19637 年 頃 等 ) 
三宅 島 は 1955 年 頃 , 1960 年 頃 等 , 浅間 は 1956 “Fay, 1062 年 頃 , 


pa 
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1967 年 頃 , 1973 年 頃 等 , 草津 白根 は .1957 年 頃 等 , 昌光 白根 は 1960 
年 頃 等 , 十勝 岳 は 1958 年 頃 等 , 雌 阿 午 は 1954 AEE CH So 
VI. 結 
AIS OK LUTE OPS CRE RSG ERA, 伝播 速度 は 年 
we 1S~17km- の も の と 4-Skm (Rik 7.5-8.5km (千島 ) ) の も の と が 
Hot, 琉球 か ら 北 海道 に 至る (HEAPS) 地域 で は , RPI AL 
東方 向 に 伝わり 千島 地域 で は 北東 々 方 向 に 伝わる と 療 え 得る 事 を 示し た 。 
これ は 「 或 る もの 」 の 波及 に よる と 考え られ る 。 こ の 傾向 は 局部 的 に は 多 
SIEM RAAT HDHD, 叉 細部 に 立入 つた 具体 的 検討 を 要する 問題 が 少く 
な いと 思わ れる が , こ ゝ で は 立入 つて 述べ な い 事 と し , 日 本 列島 地域 (RR 
は 東亜 に お ける 環 太 平 洋 地 域 夢 は 日 本 火山 帯 ) と 云う 拡がり を 単位 と し て 
見 た 場合 認め られ る -- つ の 著しい 傾向 を 指摘 する に 止め た 。 大 山 活動 の 伝 ・ 
ICA T ZBI, MA の 予知 の 問題 や , より 根本 的 な 「 ま ぐま 」 の 問 
題 , 地 体 構造 , 地 毅 構造 の 研究 に 関連 し て 極め て 意義 深い 事 は 更 め て 3 
XE % TW 
最後 に 此 の 方 面 に 関す る 地球 物理 学 的 研究 の 進展 を 希 つ て 筆 を 握 ぐ 。 
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On the relation of the geological structure to the 
mineralization in the “‘zinc bonanza,,, Ashio mine. 


草 HE Ak 明 (Tadaaki Kusanagi)* 


Abstract : Both the zinc and the 650’ bonanzas are deposited with 
closely connection in the Arikoshi syncline of the chert zone, belonging 
to the upper Palaeozoic formations. 3 

The mineralizing solutions formed the latter ascended along the 300’ 
vein and the folding axis that intersected to the vein, replacing chert, but 
the former mainly along the intersected line of the 1060’ and the 300’ 
veins. 

One bonanza comes into contact with the other at upper 6th level, 
and they have formed a large and rich bonanza. 

In the zinc bonanza is pyrrhotite and marmatite dominantly deposi- 
ted, the 650’ bonanza consists of two bodies rich in pyrrhotite and chal- 
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copyrite. The general successions of main minerals in those are as follows; 
pyrrhotite-+ marmatite—pyrrhotite>chalcopyrite-galena->pyrite. 

Perhaps, pyrrhotite and marmatite assemblage in the boundary zone 
of the bonanzas suggests that the zinc bonanza deposited earlier than the 
650’ one. 


[i 


Je FES O MEAT PERE LABS (標高 800m) 以上 に 存在 する る の 
に 名 付け られ た 鉄 関 和 亜鉛 鉄 ・ 磁 硫 鉄 多 に 富む 塊状 鉄 体 で あり, 秩父 古 生 層 
中 に 賊 存する も の で ある 。 こ の 亜鉛 河鹿 は 大 正 の 終り 頃 , LARK T 
その -- 部 が 開発 され た が , その 後 種 々 の 事情 の た め 余 り 願 りな みな られ な いま 
ま に 放 置く され て いた 。 然 し 近年 更 め て この 亜鉛 富 録 体 に 着目 し , BRBE 
新設 Pp て , 盛ん に 開発 する に 至 つ た の で ある 。 

この 地 帯 の 地質 構造 に 就 い て は 開発 以前 に 既に 究明 ピ て , 鉱床 の 生成 様 
式 が 有 越 究 曲 帯 の 種々 の 鋼 富 鉄 体 で ある 河鹿 と 密接 に 関係 し て いる し , 地 
質 和 構造 に 支配 され た 生成 の 状態 も 類 條 し て いる こと が 分 つた の で ある 。 然 
し じ 邊 らち 現 在 上 六 番 塊 か ら 露 頭 ま で の 開発 や , 更に その 下部 レベ ル の 開発 の 
進 比 或いは 試 凶 探鉱 の 結果 等 に より , “4B L Ca DUR 
出来 る し , 又 新 じい 種々 の 事実 も 朋 ら か に な つて きた 。 

此処 に は 主として 地質 構造 と 関係 し た 亜鉛 河内 の 鉄 化 に つい て 概 報 する 
と 共に , 密接 不 離 の 関係 に ある 鋼 富 久 体 で ある 河鹿 と の 関係 に つい て る も 人 触 
/ ALIEN OS 
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A. ASH ICHBRR ORR Hw Mh CIA LC SAR ie 
開発 の 基点 と な つた 上 六 は , ECARETRMOE +s CHATR FA 
十 尺 河鹿 等 の 優勢 な 鋼 富 鉄 体 が 生成 し て いた レベ ル で , 探 鉄 の 余地 を 見 出 
し 難い 程 開 発 は 進ん で いる 。 従 つて 此 の レベ ル の 地質 構造 は 殆ど 寿 問 の 
点 を 残さ な いま で に 詳細 に 判明 し , 叉 地 質 構 造 に 制約 を うけ た 河 鹿 の 生 成 
位置 も 一 応 の 理論 的 根拠 を 見 出し て いる 。 次 に その 概略 を 説明 する 。 

附図 え で 明らか な よう に 北東 部 に 分 布 す る 七 百人 十 尺 上 上 盤 銅 ・ 北 西側 
の 三 百 尺 負 ・ 南 端 の 底 断 層 負 は 有 越 向 倖 の 輪 廊 を 形成 し て いる 外 廊 断層 で 
ある 。 

七 百 信 十 以上 盤 鐘 は 有 有 越 ・ 連 慶 財 両 地帯 の 調査 結果 か ら 連 慶 時 方 面 に 発 
達する 連 慶 崎 主 脈 と 同一 系 統 の 断層 負 で, 之 を 境 と し て 上 下 に 傾斜 は 類似 
し て いる が , 層 序 が 逆 と な る よう な チ ヤ ー ト 層 の 排列 を 示し て , ZOE 
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GUHA S SMU O MAMAS SSOLBATWSM. Whe 
7 FA MIA OTE RMS UCIT D AE RU A CAR © LC BERT SB DO 
LHEML TS DOMED ROL HC Pe Hh LCRA & Wha oS Fv 
— bBORAL ROT S. 

LVI A CARER LIE INS FN LE ERR I & SEL 
TWH, CLOWBSAMTRO CHAR LS SEL LTE PICO 3 Hh 
ARE MSF IDES Lh ROR HEART. COMME AAO OE 


1) RSPR, RSLS MIAO WET  e BiE, HAA eOP SE 6, No. 1. 1950 
2) TRYARR, RG IT VC OVC, 鉱山 地質 3, No. 9, 1953 
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三 百 尺 鐘 は 上 六 で は 屈曲 の 多い 走向 を 示す 。 婦 も 北部 で は N30°E, SE 


70° で ある が , 之 が 南東 に 向 つ て N30°W, NESO°~70° ith B.A 


「 者 は 下部 の レベ ル で 琶 う 本 来 の 三 百 尺 鐘 の 走向 を 示す が , MAME LOD 


ALLIS BARHSA, Hd FRO OMLMAOMBOHAMABBL ¢ 
は 緑色 層 (Sem OF v— } BEL BOR ARMAOMRER) 中 を 走る 
EAC, CORR CS ZIL—- PO Be LAE ON SM, BEIM Se 
後者 は 通 洞 地 並 (標高 612m) の 直上 で , 底 断 層 鐘 か ら 分 岐 し た 可能 性 が 
濃い 。 猫 この 負 は 南西 に 向 つ て 再び Bh LC N57°E, SE50° と な る 。! 
この 南西 部 は 六 百 五 十 尺 河鹿 探 掘 跡 の 観 侍 不可 能 の た め 不 明瞭 の 点 が 多い 
が , FAF REO PURER IC 7 S AEE WB, 

VS ENS LAO RY, 向 斜 の 冠 に 沿っ つっ て 生じ て いる も の で , チャ ー ト 
層 と 斑 質 板 岩 層 と の 境 及 び 玉 質 板 岩 層 と 砂岩 ・ 粘 板 岩 互層 と の 境 に 夫々 平 
行 し て 存在 する 。 夫 等 は 下部 で は 大 体 一 本 の 外 と な る 。 

以上 の 三 者 の 外 に 下部 で は 外 廊 郊 層 の 一 つ で 東 紙 を 害する 南北 走行 の A 
AR ( 御 典 鐘 ) DISPEL C, 鉄 化 に 重要 な 関係 を 有する 齋 脈 を 形成 し て いる 
が , 此処 で は 夫 に 該当 する も の が 存在 し な い 。 然し 後述 する 千 六 十 尺 鐘 や 


_ 族 断層 疫 の 北東 部 即ち 北東 一 南西 走向 の 部 分 は A 脈 の 分 岐 し た 人 枝 負 乃至 


は その 系 統 の も の と 思わ れる 。 

向 斜 帯 内 部 に 発達 する 内 部 断層 と し て 重要 な も の は N45°E, SE66” の 
tHAFRRRU N38°E, SE73° OFAFRH CHS. ZElssez By 
脈 と 考え られ る が , 何れ も 直接 又は 他 の 鐘 を 介し て A 脈 か ら 2 る 

SO EAE a RS FER (SEK i SR) SABI 3 CHE 
人 する が , 前 者 は 花 賠 岩 に 関係 する も の で あぁ あぁ あり, Beis AI MAIC 
ee rane en or 
部 に 富 鉄 体 が 形成 され る 。 即ち キヤ ッ プ ロッ ク と し て 鉄 液 培 目 め の 作 用 を 
CN る 3 CHS 
_B. 断層 裂 線 と 河鹿 と の 闘 係 上 六 に 存在 する 河鹿 は 大 別 す る と 七 百人 
+R EASE SA REL ICR L CW SZEO> 三 群 に 分 類 出 来る 。 前 者 は 
IORI , 後者 は 窟 に 近く 冊 存 し て いる 。 

(i) 七 百 作 十 太 上 般 鐘 に 関係 ある 河鹿 CAPR LAR AO Beets 
可 成 り 著 し い が , その 鉄 化 は 間 通 脈 内 に 正 ま り , チャ ー Y 中 へ の 鉄 染 は 殆 
ん ど 見 られ な い 。 この 鑑 に 関係 し て 生じ た 河鹿 の 位置 は (a) ZOKOD 


| RAMEE Sem (b) CEAFREL ORAS () tHAt 
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以上 盤 猪 の 北西 走向 より 南北 走向 に 屈曲 する 附近 並 に (d) FAT REE O 
落合 附近 で ある 。 i 

(a) ANS WEMIRC, FAK b ERTL CHU RAR RO PR 
YZ BABEL CV So ; 

(b) は この 附図 で は 両者 の 落合 部 に 接し て 年 成 し て いな い が , 下部 で は 
HAO YES 線 が 舗 液 の 流通 路 ま な り , 周辺 の チャ ー ト を 交代 し て 生成 し 
TWSo CPW EMICE (TES THRE GERD bAEN 6 OIE OU CIS 
存在 する 小 褐 曲 構造 に 支配 され て いる 。 既 も この 落合 線 に 突 込 ん だ 小 福 曲 
の 軸 が 上 部 に 行く に 従 つ て 離れ , 従 つて 裕 曲 軸 を 中 心 と し て 交代 し て 生じ 
た 河 席 も それ に 一 致し て 遠 ざ か つ て いる の で ある 。 こ の 場合 栖 曲 軸 と 落合 
っ な た 以後 の 落合 線 は 普通 の 鉄 化 状態 を 示し て いる 。 

(c) は 向 僚 の 核 に 相当 する 位置 と 生じ た も の で , © ORAL te 
に より 小禄 曲 が 生じ , 叉 破砕 され 易い ひも の と 才 え られ る 。 HECBATH 
EAEGEO PALO Fe — ba A, EDA RB AS BCR 
12 = OHO BM BIBA LT So ZEA AM OY BOF < OFIO Mth 
camer k Othe DN, 多く の 足 を 出し た 状態 を 呈し て 形成 され る 。 勿 論 各 足 
の 中 心 と な つて いる の は 小 補 曲 軸 で ある 。 

(d) は 七 百 信 十 太 上 盤 鋼 と 千 六 十 尺 鐘 と の 落合 直り で , 石 内 畑 面 岩 庶 と 
千 未 十 尺 負 と の 落合 部 が 之 に 重複 し て 富 鉄 体 を 形成 し て いる 。 

(ii) =H RNC KS ZT 三 百 尺 鐘 は 上 述 し た よう に 屈曲 が 多く , 
坪 来 の 三 百 尺 鐘 哉 は 度 断 層 負 の 枝 負 及び 千 六 十 太 鐘 の 延長 部 等 に 相当 する 
る の で あぁ る が , GAC, 夫々 之 に 関係 し た 河鹿 を 形成 し て いる 。 即 
% (a) 石英 粗 面 岩 底 と の 落合 部 , (b) 七 百人 十 尺 鐘 と の 落合 部 , (c) 三 百 
REAKOWLL EO FRMF * — ) OF SERA OZC, (d) FATA 
lL OMAWLS CH So | 

(a) (XSERIES DEBBI REL CARL EARLE O OCH SM, Sati 
は 強い 。 殊 に 落合 点 よ り 約 25m の 間 は 鉱脈 自身 の 鉄 化 も 著 る し い s 

(b), (c), (d) の 三 者 は 上 六 番 塊 で は 評 に 接近 琉 は 重複 し て 膨大 化し た も 
OC, 広大 な 面積 を 占め る 一 連 の 河鹿 を 形成 し て いる 。 

(b) は 七 百 信 十 尺 河 席 と 称し , 三 百 尺 箇 と 七 百 和信 十 太 鐘 と の 落合 附近 に 
生じ て いる 。 然 し 之 は 単なる 落合 直り で な さく, CAAPREIO PRR 
ー ト が 小橋 曲 を 行い , SHAEOR HAS OMICRAA, 軸 に 治 う 大 き な 
変 代 作 用 が 生じ て 上 方 に 向い , AS CAR OA BP RIT BEC SE LS 
一 じじ で いる 。 

(c) は 六 豆 五 十 尺 河上 庶 と 称し , 上 六 に 於 ける 河鹿 の 主体 を な す 最大 の も 


\ 
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の で ある 。 こ の 河鹿 は 大 体 チ ヤー ト 財 中 の 黄色 層 (BX 10cm + の チャ 


ーー ト 薄 葉 と 厚 さ lem + の 電 質 板 骨 と が 明瞭 な 謙 層 を な す 賠 ) と 灰色 層 


(一 般 に 3~4cm OF Vv — } HAE L WV EAM tL ORB EATS) と の 


SEAN IE VC Fv — } OAL ASTA & Seth LF SPIO ICEL Cs 


Bo 
< OVTEO A RICBER L IER ORMEI SARE CH SMB, 既 述 し た ょ 
JIL I O=EAR BH HHL FE CREO SS L Ab RR BS USE I] DBE 2 


| に は 方向 が 異な る の で あぁ つて , 前 記 本 来 の 三 百 尺 侍 の 伎 脈 に 相当 する も る の で 
| も あぁ あり, 又 通 洞 地 並 に 明らか に 分 布 す る 底 断 層 箇 か ら 分 岐 し た も の ゝ よう 


CHS, FEO CRBS Mlk LA CIHR CO, WE, 粘 板 岩 互 層 と 球 


質 板 岩層 と の 境界 に 分 布 が 予想 され , AKOKMEABLHaR Wome 


存在 する の で ある 。 

三 百 尺 付 の 成因 は 恐らく 向 斜 の 西 胃 部 に 於 ける 乙 断 に 依っ つて 生じ た 滑 動 
面 で ある ろう 。 こ の 鐘 の 西側 地帯 は 見 掛 上 の 層 序 と し て , 下部 に 向 つ て , 灰 
GS * RA RE EARMAB MIC MoRMABB kb OK, 傾斜 は 
約 NE3S° GSS. ZOAIK EB ¢ EJB ° REE BLP I th OE 
し く , Adi © RK OL Crea FIER TS. CNIS < BUBIE 
Fe ase 72 tC CSI CHAD. Me SL ty HOB 
向 斜 軸 は 全て 三 百 尺 鋼 に 落す の で あぁ つて, GULRVEAIST OBIT 3 T 
行わ れ た 許 り で な く , 芝 等 多数 の 小 向 斜 軸 に 沿っ つて 東 下方 より 西 上 方 に 向 
DUTbNn, BKAWOF + —} RL, 1 宛 に 波及 し 合 つて 生 連 の 河鹿 
を 形成 し た る の と 考え られ る 。 又 三 百 尺 久 と 次 双 す る 豆 持 脈 は それ 自身 多 
少 は 鉄 液 の 通路 と な つて も いる が , BC UGE Ik HD の 作用 を 営ん だ 如 
く , その 下 側 に 局部 的 な 富 鉄 部 を 形成 する 。 

(d) は 亜鉛 河 席 と 称す る 。 三 百 尺 鐘 は 六 百 五 十 尺 東南 端 近 く で 南西 方 向 
に 屈曲 する が , 之 の 屈曲 点 附 近 で 豆 持 脈 が 落合 う 。 千 六 十 尺 鐘 の 南 半 部 が 


この た め 明 瞭 を 欠く が , これ は 豆 持 脈 が この 人 負 に 沿う て 紀 入 し た た めで あ 


ろう 。 下 部 の 地 並 の 調査 か ら 判 断 す る と 結局 屈曲 し て 南西 に 向う 三 百 太 鐘 
lL FAT RL 7 BAT ABLE DST, 
HET Els C OS ARAL TARY OBAO PHRINIE d 5 JECTS 


PD LABS E COMOEL L CHEMARG ERRL TERL TOBM, 


AE salem 


= OMB T EMA OR ICY TA. COVA Cd WE LITE GH ICIS 
5 SACD GEE C, BRERA GK « GEE SNK OBIE EAE ODE Pie FT 


れ た も の > 如く , PREACH COM, 下部 レベ ル の 開発 結果 で は , そ 
「 れ 自身 は 鉄 化 た 直接 関 純 し て いな いこ と が 明らか に され た 。 底 灯 悦 軍 は 前 


U f 
’ 1 
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{ 


述 し て 来 た よ うに 概ね チャ ヤー ト 層 と 折 板 岩 層 と の 境界 に 沿う て 発 了 達し て 
Wt, FOAEIF-- — PRIA R + CHAR SOM. 系統 了 的 に 
SPR OIE RS NWS MLZ OSMUBA © Hii OMB IILO OED 


Py ESAT: BE) FER TRIS 15 CHS ZENS PERM L CB 


° FEAVE RE OH — b BILE LC HE ee BSR EU BED OTSA 
因 す る の で あろ う 3。 ML CER VR CS HHSATT BE & ERK L Pe ARIE CD 
68 $ CHR L Cw CHA OMEERELEMPOMK UAHA SB, 
WA LMBO £3 GS LL COBRA PAU Cok. BSE 
AAE Cli 2 D FRAO EE AE ¢ FEM TD BW AS BIL, DROZ 
等 に 侵入 する の を 堪 止 め る よう な 作用 に 役立つ た も の と 参 えら れる 。 
Ill mea ReEABATRABE OF 
上 述 し た ょ うに 上 六 で は 六 百 五 十 太 河鹿 と 亜鉛 河鹿 と は 境界 が 判然 と し 


BAY [dl 2 BREAK 2 FT DR» BA TR 


eo OR き 六 15 


— 


pi ES eo eee CER 


アグ ラム で 分 る 如く , 両者 は 上 六 よ り 僅 か に 上 方 で 各々 そつ の 欲 体 に 分 苑 
LC, 六 百 五 十 尺 河鹿 は 上 七 番 寺 中 段 (標高 834m) 附近 で 鉄 化 が 終り 0, 

亜鉛 河鹿 は 直上 し て 地表 に その 埋 頭 を 有する に 至る 。 叉 上 六 よ り 下 方 に 向 
つて 重 鉛 河鹿 は 三 百 尺 鐘 と 千 六 十 尺 人 科 と の 落合 附近 の 下 上 盤 側 に 発達 し て い 
て , 現在 上 三 (標高 722m) 附近 まで 確認 し 得る の で ある 。 他 方 六 百 五 十 
RIA PIS LA COB AT RID L BSE L CIRA EPR LE RO TWH, 
ZO FH CLARE RRS LGR E RY, その 能勢 で 上 四 附 近 ま で 続 
く が , 此処 で 再び 合 王 じ て 膨大 化し , 上 三 ま で 合 し た 状態 で 落す ず 。 tink 
り 下 方 で は 七 百 人 十 太 河 鹿 の み と な る 。 METHNIABETRGBEER 


し た 鉄 液 の 主流 は 三 百 尺 舘 と 七 百 人 十 太 人 鉱 の 落合 線 を 騰 上 し , その 周辺 の 


ON bia 


FR—-bRAERUCHBALTRABSEBRULEM, され む は 下 全 附近 0 
つ に 分 岐 し , —DISGEROMRK HAST LS, 他 は 三 百 尺 鐘 に 沿う た 許 
り で な く , 上 三 附 近 の 三 百 尽 負 と 七 百 信 十 尺 穫 の 落合 附近 を 中 心 と し て , 
三 百 尺 久 の 下 胡 側 に 生成 し た 複 向 斜 の 上 方 に 向 つ て 放射 状 に 連続 する 軸 に 
浴 い 上 昇 じ て, 上 六 で 最大 に 生長 し た 佑 体 を 形成 し た の で ある 。 

BT AW EN CHERAB ET RAB — Bh & RMS Tee HEBD BB 
72 ENCORE CWS LR, KECK UL RHROLETE 
路 が 異な る の で あぁ つて, CORK RL AVICK ZS HARADE 
鉄 に 特に 重視 し な けれ ば ぼ ば ならない 点 で ある 。 FV — b HA OTOP GK 
は 地質 構造 上 の 問題 を 郊 れ て は 絶対 成果 を 挙げ 得 な いと 云 つて も 過言 で は 
eS 

この 様 な チャ ー ト 地帯 の 個々 の 河鹿 の 地質 構造 と 関係 し た 生成 状態 を 現 
在 ま で に 究明 し た 限り で は , 析 曲 構造 と 鉄 脈 或 は 録 脈 相 五 の 落合 線 等 比較 
的 少数 の 要素 の 組合 せ に より 構成 され て いる の で あぁ つて, 一 見 複雑 に 見 え 
る 各 河 鹿 る 実は 系 統 的 な 発 埋 を 示す の で ある 。 西 し て 上 部 に 於 て 種々 の 河 
鹿 に 分 離し た も の る も 下部 の 一 つの 幹 脈 に 由来 し て いる 可能 性 が 濃い の で あ 
DC, 現在 その 最 下 部 に 近い 下 九 (eS 349m) の 開発 に よ つ て , 之 を 実 
Ane = Do 

千 千 六 十 尺 侍 は 下 一 附近 で この 幹 脈 か ら 分 岐 し た も る ので, 双方 共に 下部 
D> ERD E CREM © KOA RIGO GGA <BR RS ABIC 
於 て 前 二 者 の 鉄 化 が 優勢 で ある 。 双 この 久 に 近接 し 或 は 直接 之 に 関係 し て 
生じ た 河鹿 は 磁 硫 鉄 鉄 ・ 鉄 阿 和 亜鉛 鉱 の 鉄 化 が 綴 い 。 


IV ABATR RAMBO HK 
ERR Ze & 9 (CBE EO Hd 72 URED CBM AO GE FLD & 


Y= 


16 8M DOR & で 


Bi) fi] 3 


EE sn 
ae) 借 


\B ATA 0 Bh 


BAY Wi) 6 上 も 中 亜鉛 河鹿 


OY la SEN gb GG eT Pe 


(aia) ik re 0 和 
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FEA RID EIA UCI CAREC PAE IE & ER DEB ELROD 
SEAL DS EIA C, それ と 密接 に 関係 し て 鉄 緑 泥 石 を 生成 し , EAR IEDD に 
YE 3 ESB RES ARAB ClL BEAK OGM DSGR C , それ に 絹 雲 母 を 伴う て い 
る 。 HiT VAD babar et 10 乃至 15m ORM AARI BA 
WE Guill DAE CER CHP & 2S © ORR AMO iy AR a ARLES CH S 
が , BHI GIL CH OR SNC, その 内 部 の 産 状 を 知る こと が 困難 
で ある 。 従来 磁 硫 鉄 鉄 帯 と 黄 鉛 鉄 帯 と は 急激 に 移り 変り , 境界 が 判然 と し 
Cw ERDNGo, 然し 最近 磁 硫 鉄鉱 帯 の 開発 に た より, その 境界 附近 の 産 
状 が 断片 的 年 ら る も 明 具 に な りつ ゝ ある 。 そ れ 等 を 線 合 する と 両 鉄 体 の 境界 
は か な り 判 然 と し て いる 場合 も ある が , 多く は 1 HR 5m 位 の 幅 を 以 て 
互 に 清 移 し て いる 。 又 磁 硫 鉄鉱 中 に 黄 鋼 鉄 が 後期 に 浪 み 込み 或 は 小さ い 黄 
PIO eH. 附図 3 は 上 五 の 六 百 五 十 太 河鹿 下 底 の 医 銅 鉄 帯 に 近接 
Li eK AT YF CHASM, WHS ARMA A CHoN, TA 
WWF —-} FEBRLTWS. CO=ARB DS AUS Z BGs rs BEER SEK 
を 横切り , CDOHOAR HS, AmB L 7 BEBE IIE 5 CHEMAO FEBSHEGDGE 
DEPASK ¢ TENG RL AIHA OGK(E MAIO, Eb 2 NAEOS MD REM 
DAR & MCKIE OAR ES, BIB ot LC ASDA OD RERRGREK & BEFE 


oe * 


cae pe Eh Sew ee ee 9 -< ay a i 


ペン ’ ‘ tess cz a x 
he es : T= t ° he x ~ a 
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LIERRERL TS. LAPSE OMO DL VCO BULL EARRE A & 
れる 。 、 ; : a y rad, 

主体 を 形成 する 鉱物 の 品 出 順序 は 早期 に 磁 硫 鉄 鉄 で , CIRO ~ 
成 を 伴い , 次 いで 鉄 装 簡 鉛 鉄 及 黄 銅鉱 が 品 出 する 。 黄 鋼鉄 の 唱 出 期 は 可 成 
り 長 く 続 いて いる よう で ある が , CRRA LISA SPRITE Le} 
D % TERS FP CAMS NS, 方 鉛 鉄 は や ゝ 遅れ , 鞭 鉄 鉄 は 脈 右 録 物 や 次 


SRD & AV CH) BID} OCHS, 


DL EMSA BRTRATS LE ARMS CLAL KM BIS A 
等 の 差 に よる 普通 の 過程 の 沈 濃 鉄 化 が 営ま れ た と 推定 され る が , 然し 磁 硫 
鉄 鈴 体 と 黄 鉛 鉄 体 と が 判然 と し た 境界 を する 帯状 配列 を 示し , ABE Bw 
( BAI 75 AGRO MRA VW Lik, それ の み で は 解 恋 が 困難 で あぁ つて, K 
は 地 夫 に 近い 高温 低圧 の 下 に 騰 上 し た 同一 鉱 液 の 急激 な 揮発 に 伴う -- 連 の 
沈 滋 作用 を 起 し た の か る も 知れ な い 。 そ し て 垢 様 な 鉄 化 の 進行 過 竹 に 共 て , 
ZAR ERMORROBRAICED, ZEIBIRZAMO RMR LO 
{hOB UR Liz PB OGRA LAL, BBE De UAE EL Be 
VA REER EK EZR LEO CEMA I Dro 

次 に 亜鉛 河鹿 の 鉄 化 の 状態 は その 滞 鉱 部 が 前 述 し た よう に 三 百 尺 LF 
ATR BLOBGMEE PDL UT, 上 六 以 上 で は 極め て 優勢 で ある 。 現 
在 判明 し て いる 上 四 ま で を 総括 する と 磁 硫 鉄 鉄 ・ 鉄 関 亜 鉛 鉄 に 富み , BR 
GLO CLE CHS. ELA CLEA BAO BORE LAB ART 
鹿 系 統 の も の と が 落合 つて , 両 河 鹿 の 境 界 附 近 と 考え られ る 地帯 が 特に 磁 
HBRRO BHBE BRL TOS. 

= DEMO Fa PERI ED & PB A OWE ICES < 12 GEO CHR MESA SRG (E338 L 
い 。 Site 7 FT CUS RETR BOG OS BERG & RAE SERIZBERL TWB ES 
CHEM, BBE CZK SE NEY OBMRKBODWM BERBERS 
る 。 又 鉄 関 亜鉛 鉄 化 の や ゝ 劣勢 と な つた 部 分 で は 附図 4 の よう に チャ ー 
ト を 完全 に 次 代 し た 磁 硫 鉄鉱 を 鉄 関 亜 鉛 鉱 が 貨 ぬ き 又 は 交代 し て いる 状態 
が 明らか で ある 。 佑 チャ ー ト が 鉄 関 亜人 鈴 鉱 や 磁 硫 鉄 鉄 に よっ つて 完全 に 近く 
変 代 さ れ て る も, 球 質 板 岩 の 部 分 は 交代 され ず , 多量 の 緑 泥 石 を 生じ て いて 
地層 の 元 の 構造 を 残し て いる 。 

附図 5 及 6 LEAP REDCPOKBOAZT VF CHB, チャ ー ト は 
FEORIEAIEL, 更に 磁 硫 鉄 鉄 に より 置き 換え られ , Mur CRAB OK ls 
LED PDORBIDIED TRAL, その 周縁 に 令 を 出し 或 は 交代 浸 染 し て い 
る 状態 が 分 る 。 こ の 状態 は 前 記 六 百 五 十 尺 河鹿 に 於 ける 場合 に 類似 する 。 
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PAGEL ¢, LENBOSMRIRIAL Kk CHSo. 

= OK Te He HISR RE LEED ELA by PRPGTEGR ILD Si HAV BEBALSABA 
LYE RBM CH So HATES DORMS FET SR, RY 
BEL CAM Wo LO HITE 1 MIE ARIEL CS EO BB 
も の が 見 出せ な い の か る も 知れ な い 。 (LL ARIE (3 PORE ERSKO Bt & CH 


A, 叉 は 細 脈 状 に 紀 ぬ いて 明らか に 後期 と 思わ れる も の が 相当 量産 出す る 


Ay AY DBS MORN ELAT OO VEAICRSNS. ERO 
ANE L ABER ORES S RUBBLE ICI, BEBRIC TS 9 SSR 
SAAB Ab BB, FOAMS Hae S SM k YAS DIC BYU dal CH B — 
LERL TW So Le ON Ce PRPSHAAHE kB A D1 BIE BER 
Gh /EXBDSNDd 

Bc HSN EK OSMEIL ATL OR ARE POI TE bE 
BERL TC, 先 づ 磁 硫 鉄 鉄 ・ 緑 泥 石 の 鉱 化 が 行わ れ , lke Cl U Ae e 
鉛 に 富む 久 液 人 上昇 し て それ 等 を 変 代 し た も の と 考え ち れ る 。s 

以上 の 関係 を 括 め る と , ERRMAMOIRFA 附図 7 の ょ う で ある 。 
その 他人 金石 ・ 黄 鉛 鉄 ・ 夷 銅 鉄 や 黄銅 鉄 の 二 次 鉄 物 或 は 二 次 鉄 物 と し て の 直 
Bkok, 叉 種々 の 脈 石 久 物 等 鉄 物 の 種類 は 多い が , 之 等 の 研究 に つい て の 説 
BA ath CHES 

(SV THATRI BED BE (Ty BORNE ROWE SIR L CBRI SES, 共に 
464 KG CA —OWEIRD DIL TS ROIS CHT, HUEORAS 
根本 的 に 異な る も の で な い 箸 で ある 。 PANCHET S fa BO MS Id, 
隊 硫 鉄 鈴 ・ 鉄 関 亜鉛 欲 ・ 黄 鋼鉄 等 の 帯状 配列 を 示す こと が 少く , Cate 
在 し て いる 。 こ れ は 黄 ら く 生 成 時 期 に は 多少 の 前 後 は ある に し て る も 急激 な 
温度 変化 が な く て 品 出し た も の で , 同一 沙 液 か ら の 量 出 温度 の 差 に よる 分 
離 と 着 え られ る 。 そ れ が 上 部 へ 行く に 従っ つて 六 百 五 十 太 河鹿 系 統 の 如く , 
fe] —- SKA OE VON AREAS COL, 急激 な 温度 低下 に よる 成分 
Blin DBR EIT ZOVOCH DI. COMA REY OZ 5 MS fel 
Wits MER TSA sa PROPPED OND, TBAT BIO Clk SMA 
で は 説明 出来 な い 。 SE PAT SATA FEO SALI FES REE NC ha EO 次 い 
で 落 液 の 変化 に より , WEAR OBC 5 RPE SEL REO CH 
ろう 。 両 河鹿 の 接触 地帯 で 亜鉛 河鹿 の 鉄 関 陳 鉛 鉄 よ り 後 期 の 磁 硫 鉄 鉄 
は 六 百 五 十 太 河 席 の それ と 同性 質 と 思わ れる が , それ に つい て は 磁性 その 


a 


他 詳 細 な 研究 を 要する ) MACETALLEHDEBA, HINTHOM EBA 


BEPRITBEE 0 % BUI FNC AT DARE 
WARS Bic), 絶え ず 御 指導 を 仰い で いる 浅野 五郎 還 士 に 深謝 する と 共に , 
負 図 に 助力 され な た 和 夏 原 豊 氏 に 感謝 する 。 


1) EPR, 足尾 鉛 山 に お ける 品詞 の 生成 と 鉄 化 ee es 
釣 山 地質 2, No.4 1952。 BCE SORT ee 
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«FR ERER MOR BER 
—_ ARR OLRBEOSB MRR — 
(第 1 報 ) 大 楽 毛 の 沖積 泥炭 層 の 花粉 分 析 
i Process of peat tormation of the Kushiro moor, OR 


—Fundamental study on the formation of coal seam— 
(1) Pollen-analysis of the Otanoshike peat beds. 


fal 崎 ph se (Yoshio Okazaki)* 

Abstract. 1. In the Alluvium deposits near Otanoshike on. the- 
western margin of the wide, flat and swampy Kushiro plain, we find three 
peat beds, almost 1.66 meters in total thickness, which are thicker and 
more numerous in seam than any other places in the neighbourhood. 

2. Materials for pollen’ analysis were taken at each 10 centimeters’ 
intervals and they are treated by the method proposed by Dr.. Yamazaki. 

3. Pollen diagram thus obtained shows that Picea, Abies, Qercus, 
Alnus, Betula and Evicacea are important to know the successive changes of , 
the neighbouring forest association. We recognize four (A, B, C and D) 
suits of forest condition as it is shown in Fig. 3. に 7 

4. According to the change of forest vegetation, especially judging 
from the ratio of Picea to A bies, as pointed out by Dr. Yamazaki, the 
climatic changes in this region may be divided into four periods; namely 
cold period (A), transitional period (B), warm period (C) and again.cold 
period (D). ~ 

5. These periods may correspond respectively to those which Naka- 
mura described, as follows; : 


Author’s period Nakamura’s period 
DPS Sc Ane el Rk Pgr RIII 
RR EW at OG RII-RIII 
RA OS 


「 本 邦 沖 積 世 の 泥炭 層 の 研究 は 花粉 分 析 に よ ょ つて 始め ちら れ , すでに か な り 
の 数 の 学者 に よ つ て 行 れ て 居り , 就 中 北日本 (北海道 及 南 構 大 ) に つい て は 
WNIGRABED, AM, 四国 及び 九 独 の 高山 地帯 に つい て は 中 村 純 教授 9 


* 北海 道 学芸 大 学 促 路 分 校 

1) 山崎 次 男 : 花 欠 分 析 法 に よる 南 樺 玉 及び 北海 道 の 森 林 居 び に 気候 変遷 に 関す る 
研究 . 京 大 演習 朴 報告 21 号 , 昭 26. 

2) J. Nakamura : A Comparative Study of Japanese Poilen Records. 
Rept. Kochi Univ., 1, 1~20, 1952. : 
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Ruiner mien ace 8 
一 応 の 成果 が 得 ら れ た と は いえ , 本 邦 全 域 の 地方 的 な 細部 に わた る 研究 

i 

Bo HERO AMAA BAAN CHET, これ ら を 合 せ て 究明 
する こと に よっ つて , 石炭 生成 過程 の 研究 え の 一 つの 基礎 を な す も の と 和信 ず 
る 。 こ ・ ゝ に 筆者 は その 適当 な る 研究 の 場所 と し て , 件 路 市 附近 に 広大 な 面 
積 を 占め る 件 路 原 野 の 泥炭 層 に つい て 研究 を 初め た 。 こ ゝ に 最近 まとめ 得 
た 資料 を 諸 先 輩 の 前 に 供し , 御 教示 御 叱 正 を ろう て , 今後 の 研究 に 対す る 
LWE LW HE ee RW LEG. 

ARCA BIWSENLO C, ATA EE IAB 7 FSU 1c HC AE 
BSS ROTHER, dan CHARTS CWSZURKERE, PAL 
APE 1c DER RE RAO RE RT So 


試料 採集 地 附 近 の 地形 と 地質 


本 研究 に と りあ げ ば な た 泥炭 層 は , SEERA RORE EO mb LE 
_ー の も の で ある 。 こ の 原野 は 5 斑 分 の 1 地形 図 大 楽 毛 に 見 られ る 様 に , 南 は 
海 に 面 し 巾 約 10 六 に 及ぶ 広大 で 極め て 平坦 な 低 湿 原 で あぁ る 。 周囲 の 丘陵 
地帯 は 件 路 統 (下部 洪 積 統 )) ょ より な る か , 叉 は 上 部 浜 積 統 に て 蔽 れ な た , 
高度 200~20 KOR, RERUSMKO 3 段丘 や に より と り ま か れ て 

いる 。 

本 原野 の 沖積 層 に つい て は , 既に 佐々 博士 や が 詳細 に 述べ て 居 ら れる 
、 が , COMPLE ELUM BIES PATE C 80~130 ACHE, LOR OW 
で 30 米 , 以西 で は 50 米 に 薄 化 し , 試 錯 に よれ ば 主として 奏 , 砂 , Hh 
hk, 火山 灰 等 か らち 成 り , 下層 程 人 砂 多く 時 に は 砂層 中 に 介 化 石 を 合 み , 上 
方 に 粘土 質 を 増し て いる 。 泥 炭 層 は 地表 に ユエ 米 内 外 の 一 層 の み 対 め ら れ 
So 最近 行 れ た 大 楽 毛 東方 約 1 WH ORE 0 で の 明治 鉄 業 の 試 鍛 に ょ れ 

iL, 沖積 層 厚 は 55.6 KC, 層 中 に 泥炭 層 は 見 られ な か つた 。 ( 1 図 ) 

今回 の 研究 試料 と し て の 泥炭 層 は , RRP SH OMB YR, AKI 
梗 馬 所 附近 の 河 寺 に 見 られ る も の で (41M), 上 下 に ま と ま つ た 2 B, 
即ち それ ぞ れ 上 か ら 第 3 泥炭 層 108 HE (15 MOAR ERE) 及び 第 1 
泥炭 層 45 Hi と その 間 の 約 6.8 米 の 問 の 上 方 に 薄い 1 層 (第 2 泥炭 層 , 
1) "佐々 保雄 : 北海 道 の 下部 供 移 統 ・ 人 釧路 統 た 就き て . 矢部 教授 居 礎 記念 論文 集 , 
569 へ 572, 4B 14. 


2) 同 Et 件 路 平原 下 に 於 ける 含 談 層 の 分 布 . 北海 道 然 山 学会 誌 , 1, 461~ 
484, 昭 17. 
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間 に 3 畑 の 火山 灰 を 挟み 上 下 に 
SRU 5 tf) を 挟む 厚い も の で あ 
So これ ら は 図示 した 如 ぐ で 全 深 
唱 9.8 米 が 現地 で 見 られ る (第 2 
Ba). 


試料 慮 理 法 . 


試料 は 図示 の 様 に ほぼ 10 尊 毎 
RRL, これ ら を 山崎 博士 が 北 
日 本 泥炭 処理 に 最適 で ある と いう 
EY ChB Lr. 即ち 約 1 瓦 
D Ve be 25k HB, NaCIO。, 


HC] を 加え た 後 洗 浴 し , NaOH 


(1%) EYEXT WHY MBB L, Fk 


ER Cito, WR CHEESE LE 


硫酸 (9:1) を 加え な た 人 後 , 水洗 し i 


検 鏡 に 供し た 。 
花粉 分 析 結 果 


2H CR Re TERNZ OW T 


1) 山崎 次 男 ; 前 出 


釧路 平 原 南西 部 大 楽 毛 附 近 


x ERSTE APR 位置 
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第 1 図 


地 形 図 


ボー リン グ 地 点 
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第 一 表 a OR 
泥炭 層 試料 | Picea Abies Pinus | Alnus Quercus, Salix Carpinus | 
1 31.4 4.6 3 32.3 13.3 3.2 t.t 
2 36.6 5.4 3.9 26.5 16.5 2.3 0.8 
ee Sin Se ES 8.0 | 26.2 $0.07 23:0) 
= 4 12.2 | 20.6 3.9 7.3 | 28.9 9.5 2.2 
Be eS 14.2 17.2 6.2 4.4 | 30.7 lee: 3:0; 
me 6 15.3 25.0 | 15.4 6.3 | 30.0 4:5 0.9 
7 10.8 13.1 28 tS 284 30.3 10.0 2.8 
Pons tS 15.07) 4d 5.6 | .23.0 | 27.1 5.6 3.4 
gi 2 9.5 9.5 0.5 25.7 | 22.0 14.6 4-2 
10 17.2 10.8 3.5 16.0 | 30.0 5.8 5.1 
11 12.4 7.2 0.6 21.4 | 26.0 20.8 0.6 
ears hae: 20.3 8.2 1.6 14.6 | 23.6 12.3 0.7 
SVE | 13 18:8 486.9 2.5 15.3 93:80" 8 1.9 
=e! 14 |. 268 7.6 3.2 SE Vos 1.2 
15 13.0 7.6 1.1 10.4 | 35.0 5.1 1.2 
m | 16 | 114 4.5 1.9 8.7 ie 2241 4.3 3.1 
geo | 17 35.6.) 15.2 3.0 4.5 | 28.9 6.7 0.8 
iE 18 26.5 9.7 2.5 5.4 | 40.2 3.4 0.8 
19 19.3 7.5 1.5 FOES 5 10.9 2.2 


= Ia mI cf 
oe 


産出 頻度 を 百分率 で 表示 し , 叉 その 主要 花粉 に つい て は 花粉 分 布 図 
(pollen diagram) を 作っ つた (第 1 表 及 び 第 3 図 )。 これ ら に ょ よれ ば 検出 
し 得 た 層 は Picea, Abies, Quercus, Alnus, Betula, Salix 等 が 多く , 
WM いで Pinus, Carpinus, Tilia, Ulmus, Pierocarya, Juglans, Erica- 
cea, Fraxinus 等 の 樹木 花粉 が 見 られ る 。 こ の 4 外 Carex, Sphagnum, 


Corylur | Betula Tilia | Ulmus | Plerocarva Juglans| Evicacea| Fraxinus 
a 9.3 a i aa ute af ay 
— 4.6 ates 2:6 le 0.8 eer a 
0.7 6.5 Se eae S07 ee ae Be 
— 12.2 — eg Seal — 11 — 0:5 
0.8 |: 98 seach | a ee Be es 
7 8.1 ご PS on = て = 
0.7 43 a 1.4. 1 0.7 es pec any 
0.7 | SR — 251 | as se ae = 
1.0 10.4 0.5 5 a 0.5 de see = 
0.6 9.2 Saf Ler om = a Hee 
0.6 6.5 |. M62!) 2 SS = = a ee 
= 8.9 SO 1.6 ee eae at 
1.3 FAuis| Baie So OiGa (eg ts 0.6 es a 
ae 6.5 ESOS ie8 | 0.6 =. Se ae 
0.6 Wy a ee (ea ae 1.8 — 12.4 _ 
=e 5.5. 0.6 3.1.4 nae mas 40.6 is 
alae tA Oy are yd 0.4 BA at as 0.4 
DSM e- 68 ol nee te 28 I = 0.8 0.8 se 
4 0 gt | 8.6. | 3.6 hs = 2.8 


Menyanthes 等 の 花粉 や 胞子 も 多い 。 一般 に 第 2 YER を 除い た 第 及 
び 第 3 泥炭 層 で は , 下層 に Carex 多く , 上 方 に 向う に つれ て Sphagnum 
BAHN, Menyanthes は 第 泥炭 層 に の み 見 らち られ, その 上 位 に 
多く , Enicacea と 消長 を 共に すず る 。 

1) 第 1 泥炭 層 花粉 分 析 結 果 か ら 見 た その 当時 の 附近 の 森林 構成 状 
Rei, Picea, Abtes, Quercus を 主体 と する が , 後期 に 急激 に 増加 する 
Ericacea の 出現 は 注目 され , Menyanthes も その 消長 を Ericacea と 共 
に する 。 この 中 , 北日本 に 談 い て 気候 変遷 の 指標 と な る リ Picea と Abies 
の 混 沙 歩合 は Picea>Abtes に し て 略 5:2 の 割合 で ある 。 一 方 Quercus 
が 極め て 優勢 な る こと る も 劉 意 され る 。 

:2) . 第 2 泥炭 層 その 間 に 3 畑 の 火山 灰 を 挟み ,, そ の 主要 樹木 花粉 に 
若干 の 変化 が 認め ちら れる が , Alt, 第 1 泥炭 層 の それ と 類似 の 構成 を 示 
+ 然し Ericacea を 欠き , Salix が 著しく 増す 。 Picea : と Abies OFS 


1) 山崎 次 男 ; 前 出 . 
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係 は 依然 Picea>Abies ( 覆 3:1) で 前 者 が 優勢 で ある 。 

3) 第 3 VERS この 上 位 に 火山 灰 り ERA, COUR 積 は 一 時 中 止 さ 
れ , その 樹木 構成 の 上 に 変化 を 与え て いる 。 全体 と LCE Bees 
Evicacea を 除き 第 1 VERIBO ENN 類似 する が , Alnus BU Salix が 
kt SL, その 組成 の 変化 が 認め ちら れる 。 BID, その 初期 は Pzcea> 
Abies の 混 消 関係 は 蘭 次 変化 し , 中 期 (試料 9) に 至り 略 Picea= Abies 
と な る と 共に , Alnus が に わか に 増し , 更に 試料 6 で は Picea< Abies 
に 移行 し , Alnus は に わか に 減ずる 。 一 方 Quercus は 初期 か ら Abies 
の 増加 と 共に ほぼ 海 増 する 令 向 が うか が われ る 。 更に 火山 灰 で 中 断 さ れ な た 
後 , Picea は 再び 急増 し Picea>Abies. LABOR 4:1 FAL, 一 方 
Alnus も に わか に 増し , Quercus は 急減 する 。 : 


EDAM PO OALAREAS 


此 等 の 森林 構成 か ら そ の 気候 を 推定 する に は , 山崎 博士 の 所 説 の 様 に , 4b 


日 本 で は Picea と Abies と の 泥 消 歩合 に よる の が 適当 と 信ずる 。 現 在 で 
% 当地 方 で の 両者 の 関係 は Picea<4bies で あぁ り , 当地 方 で も 高山 地 癒 

い や LH OR ISH Cif C = OBNRisR cm 0 Picea>Abies な る こと 
認め ちら れる 。 花粉 分 折 か ら こ れ ら 泥炭 生成 当時 の 気候 は 次 の 如く 参 へ ら 

1). 第 1 泥炭 層  Picea>Abies の 諾 係 が 認め らち られ, Here 16 で 
は , Ericacea が に わか に 増す が , M, Menyanthes tx Hi WORK, 

Ericacea と 共に 増す の で , RABEL VOLHEZENS, 一 


方 広 薬 樹 は 南方 要素 で ある Quercus は 全 期 間 優勢 を 示す が , 特に 初期 と 


後期 た 閉 し く 温 明 的 な 気候 に 多少 修飾 し て いる 。 要 する に 同 層 堆積 初期 は 
現在 の 当地 より や ゃ ・ ゝ 拓 冷 で 中 期 に 至り より 寒冷 の 度 を 増し , 後 叉 初期 の 模 
様 に 復 す る も の と 療 え られ , SKE LU CHEL D RAZR TY 
た も の と 推定 され る 。 . 

2) $f 2 YER 火山 灰 を へ だ で > ゝ 若 王 の 変化 は 認め られ る が , 全体 
と し て は ば 第 1 泥炭 磨 の それ と 類似 の 大 冷 気候 を 思わ せる 。 

3) 第 3 泥炭 層 前 述 の 森林 構成 の 変遷 か ら 見 て 4 期 に 分 けら れる 。 
その 初期 は Picea>4bies の 関係 か ら 前 述 2 BLA < RRR & HE 
定 さ れ 得 る が , Picea=Abies え の 移 行 に よ つ て 清く 温暖 化し , 試料 7 ま 


1) WE: CRUE Besa CAGES SAKE. 北海 道 農 試 報告 , 
44 号 , 昭 26. 

AMI : 概説 植物 地理 . 岩波 生物 学 講座 , 24~28, 昭 8. 

SD) VRE : 地学 単元 別 解 説 全 集 . 643, 昭 25. 
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で の 移行 期 の 後 , Picea<Abies Lan, ARREARS IES. AL 
火山 灰 降 下 後 , 急 に “Picea>Adies WO BUR を 示す に 至 つ た こと が 
H#ez<NSZ. 

以上 3 RRBSMU TRIES, 第 1 及び 第 2 泥炭 層 並 びに 第 3 
泥炭 層 の 試料 10 まで の 千 冷 気候 (A), 試料 9~7 まで の 移行 期 (B), B 
料 O~3 ¥ COURSE (C) RULIMOBRARE (D) の 4 期 に 分 け 得 
られ る 。 然 し 全般 的 に は , これ ら 3 泥炭 層 の 推 積 当時 は 現在 より や ゝ 寒 
WR QROES SC, 僅か に 温 曖 気候 が 現れ た に 過ぎ な いこ と が うか ゞ われ 
“Ne 

REOKRE OD ik & 

SC, SRELY URW OMMBAMRORR, 沖積 世 は Apha- 
nanthe bed な る 現在 より 温暖 な 気候 が 支配 し て いた と 述べ られ て いる s。 

叉 , 山崎 博士 の 研究 に よれ ば; 南 樺 太 南 部 及び 北海 道 西部 に 於 ける 沖積 
世 和 初期 は , 現在 より や > 温暖 で あり , 以後 現在 まで 殆ど 変ら ぬ 気 候 を 示し 
た と 述べ られ て いる 2 
。 更に , 中 村 教 授 は 本 州 , 四国 , 九州 各地 の 高山 に 於 ける 沖積 泥炭 層 を 研 
究 さ れ , 欧米 の 後 水 河 気候 と 対比 を 試み られ , von Post (1946) が 欧米 
の それ を 3 期 に 分 けた の に 対し , 同様 に RI (iis), RII eH) 及 
び RIII (温度 下降 期 ) の 各 期 を 夫々 対比 され た が , RI と RII Oi, 
BEBE OREUOAL NSA Hic R-II (移行 期 ) を 加え られ て いる 。 
以上 の 諸 成 果 と , 今回 の 筆者 の 成果 の 関連 を 老 へ る の は 早計 か る も 知れ な 
い が , 中 和 村 教 授 の 得 あ られ た 結論 と , 筆者 の それ と が 略 類似 する こと は 興味 
深い 。 

即ち , 筆者 の 4 気候 帯 と 中 村 教 授 の それ は 見 掛 上 類似 する が , その 各 
期 の 期間 は 中 村 教 授 つ それ に 比べ 余り に 短く , 叉 その 性 質 に 若干 相違 が 認 
め ら れる 点 よ り , 中 村 教 授 の 各 期 を 検討 し た 結果 , BORIS (D) は 
RIII に , 温暖 期 (C) 及び 移行 期 (B) は RIL と RII の 境界 附近 に 相 
当 す る も の と 考え られ る 。 BCRP (A) に つい て は , その 間 泥 炭 層 の 
中 断 が あり , その 期間 の 気候 状態 が 不明 の た め 直 ち に 両者 の 相関 は 断定 し 
得 な く 交 来 の 研究 に 傘 た ね ば ぼ ば な ら な い 。 


1) =A 茂 : 鮮 新 世 以来 の 近 繧 並 に 近接 地域 の 得体 フロ ラ に 就 い て lige 
9, 125~129,. Bg 23, ; 
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Pargasite from Ishikami-yama on the outskirts 
of Kumamoto city. 


松 本 #6 (Hatao Matsumoto)* 


Abstract. Pargasite was found to occur in druse of hornblende 
bearing augite hypersthene dacite rock from Ishikami-yama near the west 
of Kumamoto city with colourless tridymite and grain of white cristoba- 

lite. 

Morphological study about this pargasite was discussed in detail in 
1935 by Ryuji Sugiyama. Experimental specimens of pargasite had 
collected for over three years and its quantity was about 3gr. in weight. 

This pargasite has the following optical properties : @ = 1.6324— 
1.6326, 8 =1.6340—1.6343, y =1.6504—1.6507, 2V =(+-) 63°—64°. Colour 
is brownish yellow and its pleochroism is strong in thin section. X = 
yellowish green, Y =bluish green, Z =greenish brown. 

The result of chemical analysis is given in the Table 2. It is charac- 
teristic of chemical analysis is given in the Table 2. It is characteristic of 
its chemical constitution that this pargasite is the high content of alkalis, 
especially in K,O, MgO and sparing in iron oxides. The writer presumes 
that this is related to its production state by autopneumatolytic action. 
The formula of this pargasite showed by W. L. Bragg’s one is (OH-F),., 
(Ca-Na-K),., (Mg-Fe’’’.Fe’.Mn-Ti-Al), , (Si. Al)g Ogg, 


FEAT LS RREE A (trids mite) の 美 品 を 産 す る の で 著名 で 
HOM, Hee Lic HEA (cristobalite), パー ガサ イト (pargasite) 
HIS. ARUN pic 165m 足ら ちず の 低い 山 丘 に 過ぎ な い が 」 
地質 学 的 に は 火山 岩 有 柱 (volcanic neck) と 推定 され , fabQ RE RR 
煙 石 石英 安山岩 (hornblende augite hypersthene dacite) LYRA, 
本 pargasite OPERA AR, RUSOFMP ICES 1~3mm 
位 の 針 状 に て 産 し , 其 の 形態 学 的 研究 は 既に 1935 年 , fap LU CR 
細 に 杉山 隆二 民 に 依り 行わ れ て いる "”。 

SR ISVCMOR SE, 再三 再 四 , 現地 に 赴き 探 集 に 従事 し , 三 年 の 才 
月 を 費 し て 約 3gr の 標本 を 集積 する 事 が 出来 , これ ら を 実験 に 供し た 。 


Pargasite DAS (Aims) 
HOR ola t RSA CHRIS ¢ AIS NCO ZARA RAAT 


* PRAKASH aS 
1) PILE: APY (GALLE) BASKOR REO, ra LO: 


ee R xX 


REA EL, 4f&o plagioclase, 濁 黒 色 の hornblende を 認め る 事 
が 出来 , 又 cavities, xenolith” を 多く 存 し て いる 。 SER CATA, = 


iI BRYA Cc hyalopilitic texture 244 AE ic plagioclase, . 


hypersthene, augite, hornblende MFG + OL, ZHEOKSVYEE 
ROR CH So 


SERA 


Plagioclase, 1.67x0.62mm~0.21x0.04mm, Me ReyS9R22, 11=1.552~ 
_ 1.558, An%=47~56, inclusion; brown glass, euhedral 


Hypersthene, 
Augite, 


Hornblende, 
BERD 
Plagioclase, 
‘Hypersthene, 
Augite, 
Magnetite, 
Tridymite, 
Cristobalite, 


apatite. 

1~1.5mm, #=1.682~1.684, B=1.687~1.691, y=1.695~ 
1.698, 2V=(—)67~71° 

0.7~1.3mm, @=1.686~1.689, B=1.693~1.697, y=1.710 
~1.712 

完全 に opasitization を 受け , 光学 性 を 知る 事 は 出来 な い - 


n,=1.547~1.550, An. % =37~44 
n=1.695~1.697 
na=1.712~1.715 


@=1.470~1.472 


€=1.483~1.486 
Pargasite D7 SHH 


Gia AARC BEE EL, BRU BEt SL BORE 
は 良好 に し て , 包 脅 物 は 全く 存 し な い 。 多 色 性 は 強く , MOR CHS. 
X=vellowish green, Y = bluish green, Z=greenish brown 
基 の 屈折 率 は 浸 液 法 で 測定 せる 結果 , 次 の 様 で ある 。 
x=1.6324~1.6326, B =1.6340~1.6343, y=1.6504~1.6507, 


y—a=0.018 
消 光 角 CAZ=16~17°, 2V は 九州 大 学 山 口 理学 士 に 御 依 頼 し , 基 の 結果 
Table 1 
PE Hh a B y y-& CINTA A UNS 
1.6324~ 1.6340~ 1.6504~ ; 
石神 山 1.6326 1.6343 1.6507 | 0.018| 17~20° 63~64 
Pargas 1.6329 1.6380 1.6519 | 0.019| 26° 63° 
Edenvile 1.6188 1.6256 1.6410 | 0.022] 21° 70° 
[Iddings} 1.613 1.620 1.632 | 0.019 | 18~27°|58~60° 


1) 後日 発表 の 予定 . 
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は (+) 63~64° で あぁ る 。 こ れ ら の 測定 値 を 他 産 地 の る の と 比較 すれ ば 第 — 


1 表 の 如く で ある 。-・ oy 
Pargasite @ 4- 3B fa K 


Pargasite 結晶 の 採集 に は 長期 間 を 要 し た が , 結晶 中 に は 前 述 の 如く 不 


純 物 を 全く 含ま な い の で , BHELOE BELT, 分 析 試 料 に 供し , 基 
PERISH ZIRT I CHS. ODMR K DO SFERURF EE 
算出 し , false UK 


Table 2 
| wWwt.% Mol. prop. | Atomic ratio Senn 
SiO, 45.37 756 Si 756 | 605 
IS Oats ds 13.32 . 130 ALS 260025] 208 
TiO, 0.29 3 Ties ree 
FeO, 0.52 3 Fe” 6 5 
FeO 3.97 55 Fe” 55 | 44 
MnO 0.09 1 NG fhe Leo 1 
MgO 18.94 474 Mg 474 379 
CaO 10.23 182 Ca KS 148 
Na,O 2.63 43 Na 86 69 
K,O 1.75 18 RES N36 29 
F 0127 at asa 8 Ba 8 8 
H,O(+) 1.74 97 OH 194 155 
H,0(-) 0.72 | 
99.84 
OLE = 0.FI | 
Total 99.64 | 


表記 の 分 析 値 より 見 る に , アル カリ が か な り 多 く , RKO が アルカリ 
BH, かなり 多い 。 Fe,O3, FeO が 非常 に と 少なく) 一 方 乏 に 反し MgO は 

Pi CA WEEE LCOS PERM BLO ARE SNe ORARE 
玄武 岩 の 孔 隙 中 に 産 す る phlogopitic biotite % MgO (19.90 wt.%) に 
非常 に 富ん で いる リリ 。 六連 島 産 の phlogopitic biotite の 産 状 も ,.: 本 
pargasite . の 産 状 も 孔 隙 中 に 存 し , 岩 此 の 揮発 成分 に 富む 残留 深 液 
(residual solution) が 孔 隙 中 に て 品 財 し た も る もの で あり , BHOMMBK 
次 的 に 生成 され た ' druse mineral で は な く , 基 の 結晶 作用 の 最後 の 生成 


1) 神津 借 忠 : 造 岩 破 物 論 (Hi, 角 関 石 及び 雲母 ) 岩波 講座 [er] 1934. 


で 

も > 4 

U ~ } ap ae 
“oe nal plaid oi 


Sat sou, * 


oe’ AA ma 4 cg a 
4 5 ~ - 
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に 依る も の で ある 。 松 本 唯一 博士 は , 此 の 様 な 生成 に つい て  autopneu- 
matolytic action (自己 気 成 作用 ) な る 言葉 を 推奨 され て いる 。 自己 気 
成 作用 で 生成 せる 角 関 石 , 雲母 等 は 普通 の 産 状 の そ を それら の も の と 比べ 揮発 
Ra? MgO, アル カリ に 害 ん で いる の で は 無い か と HSBLIWS. B 
Pargas 産 の も の と 比較 する た め 第 3 表 を 掲げ た 。 


Table, 3 
n> He 地 | A Of LOE Pargas 産 (1) Pargas 産 (TI) 

SiO, 45.37 wt.%, 49.23 wt. %| 42.97 wt.% 
Al,O3 13.32 7.59 16.42 
140; 0.29 
Fe,O3 0.52 4.92 
FeO 3.97 5.63 L32 
MnO 0.09 
MgO 18.94 14.04 20.14 
CaO 10.23 12.75 14.99 
Na,O 2.63 1.63 1.53 
K,0 1.75 0.53 2.85 
F 0.27 1.66 
H,O(+) 1.74 
fom: 0.72 225 0.87 

Total 99.64 98.83 102.75 


(1) Pogg. Ann. 103, 441. 4474. C. F. Rammelsberg. 
(II) Sitzber. Wiener Ak. 85. 158 (1882). 44733. F. Berwerth. 


化 2 xt 
FEIN (AK ICBAL TisGEH B. E. Warren®), H. Bermann 及び 
E. S. Larsen®), F. Machatschki*), #yc- W. L. Bragg®) Oyen yz ds 
+ 540855. SARBAN AD (Aa CLE tLBLk? O 
PUFFS BBA NTWBo 
_ 今 前 記 の 分 析 値 より 本 産地 の pargasite の 化学 式 を W. L. Bragg の 
ABO HRA SL ROMS KS. 


1) "松本 唯一 : Jap. Jour. of Geol. and Geog., 19, 1943, 

2) 3B. E. Warten : Zs. Krist. 72, 1930. 

3) H. Bermann & E. S. Larsen : Am, Min. 16, 1931. 

4) F. Machatschki : Geol. Féreningens Stockholm Férhandlinger. 1932. 
5) W. L. Bragg : Atomic structure of minerals 

6) 河野 義 礼 : HG, 11, BY, 12, 昭 9, 24, 昭 15. 
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-(OH-F), ¢ (CasNa-K)q,, (Mg-Fe’”-Fe"Mn-Ti-Al),.5 (Si-Al)s On 


GSR Pargas 産 の も の を 同様 た 算出 し て 化学 式 を 造る 


と , 次 の 如く に な る 。 : | 
Pargas 産 (1) : (OH)2 8(Ca.Na.K),.s Mg. Fe"”.Fe”. Al)4.s 
(Si~Al)。 Ons 
Pargas # (II) : (OH-F),,, (Ca-Na-K).., Mg Fe Al)4ls 


(Si- Al), Oz. | 

: 5 | 

熊本 市 近 元 石神 山 産 の pargasite を 分 析 せ る 結果 , RicZL<, Mgo, 

アル カリ の 多い 値 を 示し た が , この 一 因 と し て 息 己 気 成 作用 に よる 為 で は 

無 か ろ うか と 興味 を 感じ る と 共に , 今後 名 々 と 研究 を 行 つ て 見 た いと 思 
うる 


ill 


終り に , DRO MICE Bike AWS SCM, BRAKES ORAR 
fE= ASHI ¢ ALA L EW る 。 谷 試 料 採 集 に 非常 に 尽力 し て 下さ つた 青木 謙一 郎 
(東北 大 学 大 学院 学生 ). RRIF (RAPA RE) 両 志 に 感謝 の 意 を 表し た い 。 
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BARUIRRSBSerS 旦 本 鉄山 地質 学会 第 4 回 総会 は 昭和 29 年 1 月 30, 31 OF 
日 東京 大 学 理学 部 2 号館 講堂 で 開催 され , 議事 に 引続き 次 の 特別 講演 及び 一 般 皇 術 講 演 ぶ 
行なわ れ た 。 


特別 講演 
東南 亜細亜 の 近況 富 x 俊 WW. 
戦後 の 本 邦 に お ける 石油 探査 中 YR xe 理 
鉱床 母 岩 の 活用 研究 の 二 三 に つい て See Se 58 


— Hie SP GUS a TR 

本 邦 に 於 ける 各種 鉱床 の 生成 温度 に つい て (高橋 太郎 , 武内 寿 久 弥 , 西尾 滋 , 今井 秀喜 ), 
AICI SR RRO SSK LEMON CADE NARMS FREER), F 
城 県 浦沢 鉱山 の チタ ン 鉄 鉱床 (鈴木 光郎 , 阿部 宏 ), ZSBR RRA ORRGKRS (HUSH), Skit 
定 用 に 関す る 地表 観察 と 寺 協 化 探 の 結果 の 関係 CRRA, RRS), 秋田 県 太良 鉄山 
OUWACKPS ( 林 高 朗 \, 細 倉 鉄山 に 於 ける 鉄 脈 系 統 に つい て (続報 ) (今井 秀喜 , 細 倉 鉄 下 
地質 課 ), 明 延 鉄山 の 鉱床 と 地質 構造 (三枝 守 維 ), 秩父 鉱山 の 鉄 鉄 石 に つい て (BIR BB), 
島根 県 飯石 郡 恵 比 寿 鉱山 の 地質 鉱床 (ARP GR, PAE), BSRER IO SRE 
鉄鉱 床 に お ける アン チ モ ニ ー 釣 化 作用 —chalcostibite— の 生成 に つい て (KERR, 松 " 
BRATAC, ZEAE), 宮崎 県 大 内 鉄 瑞 の アン チ モ ェ =ー 鉄 床 ( 代 読 ) (MESA), IRR 
鉄山 の 鉄 マ ン ガ ン 鉄 床 に つい て (東郷 文 雄 , EE, 物 部 長 進 ), 高知 県 国見 山 人 鉄山 の 念 
マン ガン 鉄鉱 床 に つい て (MY), Alabandite の 産 滅 と 共生 に つい て (渡辺 武田, 木村 
PGK), 福島 県 与 内 畑 鉱 山 の 鉱床 学 的 研究 (特に 加納 , FPP MMT Gkstek EO BER ic vs 
て ) (BARE, SoA), 福島 県 分 内 畑 鉄 山 の 久 床 学 的 研究 URRIC TG TPORER@ 4: RB RE 
OWT) (BARE) 以下 6 [ESA] 
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FcR DUE ICI SRE HE (1) 
Magnetitization at Kayaki-mura, Nagasaki Prefecture (1) 


% fA #8 @ (Kunihiko Muta)* 


MH 2B 

SIGIR (REIT SALOU 2 AL ORME Ca, 屋 々 

PERIL BORER OCHS, BEI, 炭酸 塩化 及び 

陽 起 右 化 等 が み ら れ る が , KSORAEAICHOTC, 緑 泥 石化 され た 帯 に 


」 は , 時 に 磁 鉄 鉄 化 作 用 を みる 事 が ある 。 此処 に 述べ る 磁 鉄 鉄 る , 蛇 紋 岩 と 


EE + GE RIERA ea? 曹長 石 片岩 と の 接触 部 に そつ て 生じ た 緑 
泥 石 化 薄 に なみ らち れる も の で , 緑 泥 石化 作用 と 此 等 の 磁 鉄 鉄 化 作 用 と の 聞こ 
に 密 状 な 成因 的 関係 を 有する 事 は 得 め な い 。 今 回 は 主 に 西 彼 桁 郡 則 焼 村 栄 
上 に 於 ける 磁 鉄 鉄 に 就 い て その 産 状 , HEME O 関係 及び 化学 成分 を 
OE 更に 其 等 の 成因 に 就 い 立 若 干 の 考察 を ご» DA Ko 


位置 及び 地質 概略 


EGORRAO Biwi RIGTORA, 野 母 半島 の ほ ゞ 須 部 に 位置 PU 
IBTH EO EER U AAR BSE OBI & Dea 100m & 
道路 を 下っ つた すぐ 南方 に 位置 する 。 : 

附近 の 地質 は , ME RRUBER ALU AHMAR AME Ak, 叉 一 
部 は 断層 関係 を る もつ 蛇 紋 岩 の 発 達 が み ら れ る 4 この 忠 絞 内 は 野 母 半島 で は 
可 な り 広 い 区 域 に 夏 つ て 赴 出 し 』 野 母 半 島 の 南東 方 高浜 村 及 び 川 原村 附近 
Cit, 野 母 半島 の 東海 周 よ りほ 條 中 央 部 を 占め て N20°~30°E FMR 
HL, AGANZBS & N6O°~70°W 方 向 で 野 母 半島 を ほ ゞ 東西 に 林 断 し 

て 発達 する 。 此 等 岩 体 の 傾 人 狂 は 一 般 に 20° AMOR, HBF, 
脈 市 と を る も る に 可 な り の 変化 に と み , その 北部 為 石 村 附 近 で は 人 母 岩 の 層 理 に 平 
行 な 岩 床 状 で 発達 する 部 分 が 多く , 走向 は N40°~20°W, 傾 任 は 一 般 に 北 
BGS eEART, COMB Apis Atinece, APE SORAr 
認 む る が , HSK RaK & BERKS ¢ RUE GA t OFM OBIS 
FLA Two RESCH ICRRO CHEER, EPI ° BNR > Bite 
有 ・ 草 長石 岩 を 認め , REA COR aK aAKmADS RAGOME BRT 


見 出さ れる 。 此 等 は 或 は 蛇 絞 岩 を る も た らし た 塩基 性 岩 此 よ り の 分 泌 脈 と も 
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BGAEUNSS, 更に 検討 を 要する 。 


> 


さき に 緑色 片岩 と 呼ん だ 岩石 は , SMELYSISR Ci ~ GEE SHO FEEL tt 


石 で 種々 の 岩 相 の も の が 合 ま れる が , 


主 に 隆起 石 , 角 関 石 , 緑 鎌 石 , AVE 


B, プイ サイ ト 等 の 有色 鉄 物 と 共に 多量 の 草 長 石 の 変 夷 品 叉 は 石英 に 富む 
AT Cs REICREBCE AD DEB Clk WEG OWE EES 2 SkicMhte, 


NG (HRA) 及び 緑 泥 石 を も 


ミミ る も の も られ る 。 


| 


増加 する 。 時 に は 黄 鉄 鉄 を 多 草 に 生 


ROH SHES, GE, 石英 , WREStE RSME L, Nx RR 
GE, REG, 陽 起 石 及び 黄 鉄 鉄 を 生ずる も の も ある 。 
FO BCGNE LAO MRICS nie, 黒色 片岩 及び 緑色 片岩 と 


の 互層 より な る 結晶 片岩 類 と 蛇 紋 岩 と 


の 接触 部 に 生じ た も の で , HRS 


BULL < WRAOMGKES, いずれ る も 絹 雲 母 , Bea, 藍 関 石 及び ゾ 


イィ イサ イト 等 を 生じ ,^ た ゞ 黒色 片岩 源 と 


FUELS 


AION Sao Cth CAA RU A 


RSE + GILG E OAS, = OHMEAKOIDBILO TH 50m BO 
間 に み られ る も の で , JES IIR GEE 72 ITH A NIDRO GH 1~3 


Mm 程 で ある 。 
附近 の 地層 の 走向 は N10°~20°W, 


HAH 10°~8° PYPLO REA & a 


し , 磁 鉄 鉄 ・ 緑 泥 石 岩 に も この 方 向 の 片 理 の 発達 が み ら れ , 局部 的 に は あ 
た か る も 地層 と は 整合 的 に 発 層 する 。 磁 鉄 鉄 は この 母 岩 の 片 理 と 平行 に 並み 
CHIT SRRRS (, 時 に は 相対 する 2 っ の 0 面 が , 特に 発達 し た 局 


第 2 図 磁 鉄 鉄 の 変 贅 唱 (結晶 の 粗 な 部 分 ) 
Ww 


(スケ ー ル の 数 字 は cm) 


‘ 
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平 状 の 結 品 を みる 事 も ある 。 緑 泥 石 岩 中 で も その 分 布 は 一 様 で な く , GEE 


に 密集 し て 生じ た 個 処 で は 1~3mm 程 で 概して 小さ く , まばら に 生じ た 


部 分 で は 1cm に も 達する 大 品 を みる 事 が ある (第 2 図 )。 
な は ほ 野 母 半島 で は 布 巻 北 西方 及び 川原 村木 場 西方 の , 蛇 絞 岩 と 片岩 と の 


奨 触 部 に も 栄 上 と 全く 同様 な 磁 鉄 鉄 ・ 緑 泥 石 岩 の 発達 を 認め る (第 1 図 )。 


か つて 島津 の 舗 物 標本 と し て 使用 され な た 磁 鉄 鉄 も , 西彼杵 郡 大 串 村 に 発達 
$B, 此 等 と 全く 同様 な 産 状 の 磁 鉄 鉱 ・ 緑 泥 石 岩 よ り 得 られ た も の で あ 
る 
wm  % の 産 K 

1. REGRORRVE TE SD DEIR | 

磁 鉄 鉱 を 含む 緑 泥 石 岩 は 第 3 図 に 示す が 如く , HR Be + MEA: 
陽 起 石 ・ 絹 雲母 片岩 と 蛇 紋 岩 と の 接触 部 に 発達 する も の で , 更に 蛇 絞 岩 と 」, 
の 間 に は 滑石 化 蛇 絞 岩 , 叉 草 長 石 ・ 石 英 ・ 緑 泥 石 ・ 陽 起 石 ・ 絹 雲母 片岩 と 
の 間 に は 緑 泥 石 ・ 草 長石 ・ 綱 雲母 ・ 陽 起 石 ・ 透 角 関 石 岩 及 び 草 長石 ・ 緑 泥 
石 ・ 絹 雲母 岩 の 発達 を な る 。 こ の 様 な 講 岩 石 の 分 布 は 筆者 が さき に 報告 り 
し た 西 彼 桁 半島 に 多数 発達 する 滑石 鉱床 に みなみ られ る 変質 岩 の 分 布 と 全く 同 
様 な 関係 を 示し , 恐らく 中 処 で も 蛇 級 岩 と 片岩 と の 接触 部 に そつ て 上 昇 し 
来 つ た 沙 液 の 作用 に 依っ て 磁 鉄 鉄 ・ 緑 泥 石 岩 を 初め 滑石 化 岩 その 他 の 諸 変 


第 3 図 磁 鉄 鉄 ・ 緑 泥 石 岩 の 産 状 (断面 図 ) 
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SS = Fi « WAPaPIE 
NR aN SS ド aa WRB RCS TS 
SN XX 一 曹長 石 ・ 右 英 ・ 陽 起 石 ・ 緑 泥 石 
° MSE 
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B35 2525252 2m 
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1) 下田 邦彦: REBCENC TEA, 2.3 の 応 酸 塩 鉄 物 に 就 て , HK, 35, 51, 1g 26. 


人 質 岩 を 生じ た 事 が 考え られ る 。 

(4) WERE 緑 黒色 統 秘 塊状 の 岩石 で , RE haes tee 
OM BGHEA & BES 72D AUREL, BEE TC % REBROK ¢ BYE Bur 
ずく に 従っ つて, 即ち 岩 体 の 縁辺 部 に 近 ず く 程 滑石 の 生成 は 閉 し BEGIN 
等 の 滑 右 は 明らか に WEBCT E BEAR LC MRR LIS BE LAR < 生じ "この 様 な 部 

BCE NET PC ADEE S TB PRR OBA TS AR 透明 鉱物 が ほとん ど み ら 
AAWRIEA REGS, RIO Oise 一 定 の 方 向 性 を 示さ ず , 、 
息 雑 に 生じ て いる 点 内 次 次 述 の 滑石 帯 に 於 ける 滑石 と 異 り , 更に この 滑石 中 
nii AB & 25 ROBE FAS SARA Zs. JERR BF OUR 

生じ た 蛇 絞 岩 の 分 析 値 は 第 1 表 (b) に 示し た 。 WARE A MERE (a) に 
Pe Si0。 の 増加 , Fe,O; (Total Fe), MgO, cay BRC Hz. 
減少 が 認め ちら れる 。 

RE IL EUG RE ARO DOC, BEE BRU BIO BE sedi 
は と ん ど み られ ず , 多量 の crysotile serpentine kh な : る 3 


TIVE MERE 23 HULESND DROS ERG, FY vy GROKBRIC 7 ot — 2 GEGK 
を 認め , 蛇 絞 岩 中 の total Fe は 約 8% Fe.0, CHS, LHGMRHOK* 
さ は 多く は 0.01mm HOHBRRKO LORS, 緑 泥 石 岩 中 の る も の に 比 ベ 
て は る か に 小さ い が , 外形 も 後者 程 に 完全 な 自 形 を 示さ きず, 半 自 形 乃至 粒 
RR IE © Th CREE OBES 1, 後者 と は 可 な り そ の 産 状 を 異 に す 
Bie 

(2) }PAA AAU EI eH LOR A ZEA, ed JR 
い 部 分 で 約 3m 内 外 , 多く は 50cem~ 1m BOWMSERL, Mya 
帯 を は ほとんど 欠く 部 分 る ある 。 

滑石 化 の 著しい 部 分 は , RST も ほとん ど 無 色 ~ 淡 緑色 の 滑石 の み 
より な り , 僅か に 交代 を まぬがれ な た 蛇 絞 石 の 外 に 微量 の 磁 鉄 鉄 , チタ ン 鉄 
Bk, FIFA + RUBBER & SLICES CRB RU REE EET ZOR 
で , Wei a ic LES CHRKAD MLB (ZL. IEE OBIE), 
大 き 約 . 0.1~0.3mm 程 の 鱗片 状 集合 体 よ りな る が , GYD HPUE ¢ GIays 
緑色 生々 粗 立 な 滑 右 を 認 む る 事 が ある 。 

(へ ) 緑 泥 石 岩 …… 緑 黒色 多少 片 理 を 有する 光沢 ある 岩石 で , 常に 磁 鉄 
鉄 の 変 班 品 を 有する が , その 量 は 一 THLE EA ERIE LO Be 
AIC, 磁 鉄 鉄 の 外 は 時 に 黄 鉄 鉄 の 変 夷 品 を 認 む る も , (hOH CHA られ 
MME PRADA BIL (ABN Aap ee 

緑 泥 右 は 長 さ 0.05~0.1mm BOM RERL, この 外 テ グチ イト, 7 
イィ イサ イト 時 に 少量 の 草 長 石 及び 炎 灰 右 を 生ずる 。 又 不透明 鉄 物 に は 磁 鉄 付 


= 
4 mar 
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DVS EOI, HAAR UPA E BLS. LC OMIOW CLR 
後述 する 。 | 

(=) 曹長 右 ・ 緑 泥 石 ・ 陽 起 石 ・ 透 角 関 石 岩 帯 ……・ COMRKOWRA 
。 陽 起 石 ・ 緑 泥 石 ・ 絹 雲母 岩 帯 と の 間 に 約 +ー2m 程 の 厚 さ で 発達 する 。 
この 問 の 岩石 に 多量 の 針 状 結 品 を な す 透 角 関 貼 及び 陽 起 石 よ りな り , この 
外 少 量 の 緑 泥 石 , BEERUPRALBUL SZ, LSORMivITNd ha 
の 片 理 に そつ て 列 び , FRC REERR OBESE AT SBA, ASME 
AD) HEE OTS 

Wal Alree 0.001-~0.002mm 程 の 細い 針 状 の も の が 多く , 顕微 鏡 下 
で は ほとんど 無色 , cAz 約 20°。 

陽 起 石 は 淡 鞭 ~ 淡 青 緑 色 を 示す 多 色 性 を 有 し , c 人 z 2°~12°, 消 光 角 の 
小さ な も の は 藍 青 色 の 多 色 性 を 示し , 可 な り 環 達 質 と 思わ れる も の も ある 。 
TERIA KO RIE ¢ WRG + BRE MER als ( KO CANA 
及び 陽 起 石 を 減じ , HORSE THES. SRC ii b Be L CW RA DADE 
Hn L (SWEDE ¢ it * RUE WR MERA EASTOS 
So KWAME OMANIA OBL Ca, LORDBEIMERILE 
も の は 黒色 上 語 岩 源 で あり , PRACSUY OIURER ABO DOLBAS 
れ , その 源 岩 を 異 に する た め に 起因 する も の と 思わ れる 。 

(ch) 透 角 関 石 ・ 陽 起 石 ・ 石 英 ・ 草 長石 ・ 絹 圭 母 岩 

前 者 を 次 述 の 黒色 片岩 と の 間 に 特 に 絹 雲 母 に 富む 岩 石 が 発達 する 。 有 厚 さ 
は Im 以下 で 20cm~50cm FOMOMBBAv. COMGALELA ERK 
GLOZEPEMILAG NM. MPI RUPE AO BAD BL CRS 

(\) WAR + GE ¢ BR EA BEES 

HU ae LAMBA UC PEEL, 前 者 に 近い 部 分 で は 特に 片 理 の 発達 人 が 閉 し 
い 。 WMT RA E~ARE BOWE ROSAS, Imm~5mm LOW R 
AOR EATS. WYRE eR O.lmm~imm HoeRoy 
超 石 を 認め , 叉 此 等 の 結晶 を 切 つ て 黄 鉄 鉄 の 自 形 結晶 を 生ずる 事 が ある 。 

右 英 は 波動 消 光 著 し く , Imm 以下 の 小さ い モ ザイ グ 状 結 品 集合 体 を な 
し , 時 に 球状 の 包 裏 物 を 認 む る 。 TIL CLE RAMOMEIEL, HHO 
FA ear AL 72 YEROMEERSKABNA, 

RU AAO M<, Re A LRAT SLAABERTED, MONICA R 
0 BL WAU DZ EM O, 緑色 片岩 源 の 部 分 で は 石英 を 欠き , WHE 
AOE, 陽 起 石 及び 緑 泥 石 を 増加 する 。 な は ほ 副 成分 鉱物 に は 鉄 鉄 大 ・ 
RIKA * BELA TYP YAM 4 } e HRRIEE MZ 
Re FEA GR) 


CDR BEE IS Be a Le 87 


磁 鉄 鉄 は ほとん で ど 緑 泥 石化 岩 中 に 産 す る 。 従 つて 磁 鉄 鉄 と 最も WHE A JE 
生 鉱 物 は 緑 泥 石 で ある 。 こ の 外 磁 鉄 鉄 の 多い 部 分 に は 必ず チタ ナイ ト が み 
られ る 。 有 又 ク リノ ゾ イ サ イト 及び 曹長 石 を も 伴う が , 雌 等 は 前 二 者 に 比べ 
て は る か に 少く , 旧 つ 余り 密接 な 関係 は な られ ぬ 様 で ある 。 、 

更に 不透明 鉄 物 に は 黄 鉄 鉄 , 黄 鉛 鉄 及び 交 銅 鉄 を 認 む る 事 が 出来 る 。 

(4) BRE --- 肉眼 的 に は 淡 緑 色 鱗片 状 集 合体 より な り , 頭 徴 鏡 下 で 
Vay fi] 2 HEE Fr O REST [ee] DVIS RI IEFT 7H OMA Wo WRK EA 
周辺 部 で は 展 々 第 4 図 に な る が 如き pressure shadow を 生じ , PERO 
緑 泥 石 が 磁 鉄 鉄片 を 中 心 に ある 方 向 性 と 巾 を も つて 生長 し て 居り , 4M 
で は 上 下 の 方 向 に あ た か る も 磁 鉄 鉄 が 移動 し て 生じ た 容 際 を 緑 泥 石 が 充 し し た 
様 な 産 状 を 示し て いる 。 こ の 様 な 羽毛 状 の 緑 泥 石 の 成因 は ・ Miigge” ゃ や 
Pabst?) 等 に よ つ て 説明 が 加え られ て いる が , 此 場 合 も 変質 作用 の 途上 で 


第 4 図 緑 泥 石 に よる pressure shadow. 


P—FRVEA VC kB 
prssure shadow. 

M—#6&G GE (iJ Smm) 

U リ 一 石 基 を な す 緑 泥 石 ( 不 
規則 な 方 向 に 結晶 は 発 
達する ) 


絶え ず 外 力 が 加わ る 様 な 状態 の も と で , 両 鉄 物 が 生長 し た 時 , 磁 鉄 久 面 上 
(WIR LO > HORRIEAR, 磁 鉄鉱 の 移動 に 伴っ つて 多少 引張 らち られ, 又は 
FRING SAU 7R Sb AFL 72> wD, か ゝ る 構造 を 生じ た も の で あろ 3 う 3。 

この 様 な 構造 は チタ ナイ b PHRASE OMG VIERASNSA, 然し 


1) Miigge, O. : Uber die Entstehung faseriger Minerale und ihrer Aggre- 
gationsformen, Neu. Jah., Bei. 58A, 368-348. 

ZV" “Paibst,..A:. : “Pressure-shadows”’ and the measurement of the orientation 
of minerals in rocks. Am. Min., 16, 55, 1931. 
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or 


ND Sen eee 
epsh & か に 磁 鉄 鉄 の 結晶 に よ つ て 切断 され る 事 が あ り , REG < ARVE 
De me ee 
と 思わ れる 。 

BSE Cla X=Y ¥ ef, ZL YUEGEO TD なり LW 多 色 性 を な し , 
2V=6 又は 非常 た 小さ い 。 SEPP), 屈折 率 は w=1.592, = ニア = 
1.595 の 値 を 示す 。 | 

第 3 表 に 示す が 如き 化学 成分 を 有 し , 化学 成分 を 一 見 する と 鉄 の 多い 

clinochlore も し ぐ で は pennine に 近い 。- 然 し 

\ TREO Al,O, 

FeO+MeO Al,0O3+ Fe.03 
と の 図表 り に プロ ッ ト す る と Rip-Dia-Aph area に 近い Pen-Leo-Gro 
area に 位置 する 事 が 知ら れる 


Gi PANES 
_ Al, OS FeO 
Al,O,+Fe,0, Xx 109 FeO +-MgO 
90.6 | ss Tenis 


SPILL WILSPSRR AMET B&H S104-2 (Ale Re~),04e4 (Re Me) 
O-6H,O 7%, pennine © clinochlore ( 純 料 な る の) より る も 可 な り 
鉄 に 宮 み , oe DRRARIEE BS Site es SSE Fe IS Pola 
知ら れる 。 por 

更に X 線 粉 末 写 真 及び 熱 分 析 曲 線 を 求め た Dus iin れ 迄 に 発表 
され た 緑 泥 石 群 の 鉄 物 の うち , RORRAV 苦 土 緑 泥 石 族 の 鉱物 の デー o 
VEE 

PASSAT Ra S 区 の 如く 556°~S50°C RMA (Mg-OH group 
の 分 解 )) 820°C 附近 で 強い 吸熱 (AI-OH group の 分 解 )) 850°~870°C 
附近 で 広い 発熱 に よる (forsterite OAM?) ピー ク が それぞれ み ら れ る 。 
この 様 な 熟 分 析 曲 線 は 同 図 に 列 示 し た 日 立 鉄 山 産 及び 諏訪 鉄山 附近 の 緑 泥 

rah? の も の ・ ゝ 曲線 に は ぼ 一 致す る 。 なほ 各 ビ ー ク の 温度 に は 多少 の づ 
れ は ある が , Ureka (Utah) の clinochlore の 熱 分 析 曲 線 に 近似 し , 


1) PURO - RRR: RAGE LUNE OR AREP HRS OREN, 129, 
35, toa, LOST Scie 


2) 頒 藤 俊男 ・ 村 岡 誠 : HAL MOVE RSE, 1950, 


od “SYS 


we LBS BELO BLN 次? 1439 


第 5 図 GRAORS tw ! 
1. EK Lie SER 
2. HirGhilype ” 


3. 諏訪 鉄山 線 温 片岩 中 
ower 


prochlorite 及び Grim” 等 が 示し た chlorite (pennine?) 1d Bae y) #h 
つた 傾向 を 示す 。 : 

X 線 粉 末 写 真 を 第 1 表 (a) 及び (b) に 示す 。 用 いた 対 陰 極 は 鉄 で , 
iE 40kV, 電流 SMA で 4 時 間 行 つた 。 各 線 は いずれ る も 罰 際 な 細い 線 
で 占め られ る 。 


) 


H 1 # (a) X 線 BAR F 真 

a. eens d. I. | d. if 
1.13 3 2.03 5 3.99 2 
1.22(5 4 2.28 2 4:10 1 
1.39 6 2.45 2 4.75 7 
1.42 2 2/57 2 5100 ae 
1.53 4 2.60(5) 1 5.45 8 
1.57 5 2.87 7 7.15 7 
1.67 1 2.93 1 7.80 6 
1.82 2 3.38 10 

1:95 2 72 4 


Gs 1 Ze (b) XK th BK F HR 


1) U.S. Geol. Sur. : Ureka, Utah, 1945 ; Grim, R. E., Rowland, R. A.,: 
Am. Min., 27, 801~818, 1942. 


Sat 


~ 


40. 3 SOR th UR RE & 


(<1) BBRGK..--- 緑 泥 石 中 に 完全 な 自 形 結 品 と し て み ら れ る 。 磁 鉄 鉄 の 


| BERANE HIE Do FEL RSL * VE 1D PAR & TC は 


EXAMS NH, HEA URAC EVD CUE AL 2 GANAELA CH Todo ® HF 
IRLILIR CHET ZB DS 5 

磁 鉄 鉄 と 共生 する も の で は , 磁 鉄 鉄 を 交代 し た り , 叉 は 切断 し た り , F 
に は 磁 鉄 鉄 ・ 緑 泥 石 岩 の あ る 部 分 に 特に 多い と いう 様 な 特別 な 共生 関係 は 
み ら れ な い 。 Mb RRROARE DY MELO ARW Bon oat 
HULINEAD 5 1. NO CHICA O AAI £ S pressure shadow 構造 も 


REGGE CARTER CAG, 他 の 共生 鉄 物 と の 関係 より し て も , GLA 


磁 鉄 鉄 と ほぼ 同時 期 に 上 品 出し た 事 が 考え られ る 。 惑 らく 前 者 と の 相違 点 は 
居 元 剤 特に HLS の 存在 する か 人 凛 か に 依る も の で は な か ろう か 。 
(へ ) FEPRGK ER UREA ・… & CVE RGRGK ¢ BYE TE EO HELO WTA CH 
¢ HEU Te ARAB な 小 レ ンズ 状 (市 0.1~0.5m, BX Im~lom 程 の る の 
が 多い ), 時 に は 片 理 を 切 つ て 発達 する も の も あり , 更に は 磁 鉄 久 結 曲 を 


取 閉 ん だ り 極め て 稀 に は 不明 瞭 に 結 品 を 切 つ て 発達 する も の も あぁ る 。 然 し 


一 般 に は 磁 鉄 鉄 と 密 に 共生 する 場合 で も , 明らか に 磁 鉄鉱 を 交代 し た り , 
SSM COT L CHERAB AS FERE T SIBAILIEL AERC, 磁 鉄 鉱 の 結 品 
ff KV24O CRC EE PIGAOVOIRDS, LN ARH A CAEN mI XM, 

(7 図 -(1) Db) RI OBARBBILH LC BEBET SB REPRO AEE Hc OE 
され る 事 な く , WIPABNCEOTAR LAME L vy RRO Oks, A 
な り 連 続 し て 散在 する 。 (この 殴 続 くう 


第 7 図 ・ (1—a) 0) 
感 理 に そつ で は 平行 に 並ぶ HBSREKO KE ELO $Id Ye 


FITA b ERG L OBA AE RRR 


M—RE&GREK (HOA & XH 2mm) M—R&GRSR (結晶 の 大 き さ 約 1.5mm) 
aS SF 7F 4p TPN e544 C 一 黄銅 鉱 
一 矢印 は 母 岩 の 片 理 の 方 向 を 未 す 


\ 


WBRVEES 
7563. 氷上 晶 石 及び それ に 問 運 する 他 の 
半 化 物 の 結晶 橋 造 の 団 九 Steward, 
E. G., Rooksby, H. P. 
Toit C MAL HE YE & So7kdhA (Na, 


AIF). は 550°C で , a,=7.95A mii 
構造 に 変化 し , 常温 で 正方 構造 の K, 
AIF, (x 300° で a。=8.56A の 等 軸 構 
造 に 変化 する 。 叉 室温 で 等 軸 の (NH); 
FeF, (@)=9.10A), (NH), AlF, (a 
=8.93A) 1 —180°C に 冷却 する と 常 
WO Ks; AIF, OFC LREA 


「 人造 を も つよ うに な る 。 之 等 の 転移 は 面 心 


t 


- 
_ 


oe 
i. 
e 


REF ORME TH AIF, 或いは Feb, 
の 和信 面体 が , 温度 に よ つ て 談 移 し その 対 
称 性 を 増減 する た め に 起 る 。 し じ か し , 4 
ォ ン 半径 の 異 る Kb Na が 2:1 の 割 
合 で 組合 わ さ つ た 等 軸 (dp=8.11A) の 
K, Na Al F, (elpasolite) は 以上 の 温 


度 間 で は 転移 は みち られ な い 。 (Acta 
Cryst., 6, 49~52, 1953) FEB II! 


7564, ikFAYA (perovskite) 禄 
@EHOBLOFAZYRB Prous, J., 
Fankuchen, I., Banks, E. 

Eu, O; é TiO, の 粉末 を 混合 し て , 
水素 気流 中 で 1200°C に 加熱 する と , 2 
{iD ,.Eu. oF ¥ vig Eu TiO。 が 生 
$4 But? & Sr? O44 74x 
MLL. Eu TiO, (a4)=3.899) は Sr TiO, 
(@)=3.897) Vz HD CHEW Ure HEL 
も つて で いる 。 これ は 酸化 物 格子 中 に 於 け 
る 2 価 Eu イオン の 存在 の 最初 の 発見 
CHS LX, St Tis: Srt? を Lats 
と 1 価 の アル カリ 金属 (Li, Na, K, Rb 
及び Ag, Tl) の 何れ か ー つ と 替 換 じ た , 
(La, Li) TiO,, (La, Na) TiO, DO 


朋之 の 同様 の 構造 を も つ F7 VRE OM 


し た 。/ 之 等 の 格子 中 に 入り 得る アル カリ , 
原子 の 量 は , イオ ン 半 径 の 大 な る も の 程 
少く , 叉 夫々 の 格子 恒 数 は イオ ン 半 径 の 
大 な る も の 程 大 きい 。 (La, K) TiO, は 」 
Lat?-+-K+t+ 93#ig 4 4 v¢GEA Srt? O 
それ に 近似 し . 格子 恒 数 も 4 =3.899 で 
近 修 し で いる 。 . (Acta Cryst., 6, 67~ 
70, 1953) EAI] 
7565, Alamosite OHiBFELE 。 
#¢ Mackay, A. L. : 
Alamosite (Pb SiO,) は Palache と 
Mervin に 依っ つっ て, BAER G (Ca SiO。) 
と 類 質 同 像 で ある と 考え られ た 。 これ を 
ワイ ゼン ベル グ 写 真 , 粉末 写真 箋 に よ つ 
て 研究 し た と ころ , 格子 恒 数 は gH= 
11.28A, bo=7.03A, co=13.06A, B= 
120°, z=12, 擬 対 称 は 示さ ず ,! hol KH 


は 7=2% の 時 の み 現 われ , ・ 圧 電気 を 起 


さ ぬ の で 空間 群 は PD2/c と され る 。 RM 
SEEK OFA L, 変換 軸 を 用 いて 
比較 する と dao の み が 大 きく な る 。 Mii 
者 の 粒 末 写真 る 類似 し な いか ら FE 
と は いえ な い 。 但し alamosite 中 に Si, 
Oy の 錦 状 体 が 存在 する こと は 充分 可能 


で ある 。_ (Min. Mag., 29, 933~935, 
1952) [横山 
7566, Hillebrandite の X #45 


ge Heller, L. 

試料 は メキ シコ , Durango ®, Velar- 
dena 産 の も の で ある 。 短い 自 色 線維 状 
結晶 で , 光学 的 性 質 は Wright OF% 
た 性 質 と 一 致す る 。 化学 分 析 の 結果 , EF 
TA, ark, hibschite の 存在 を 考え る と , 
化学 式 は Ca。SiO』:H20O に 近似 し fb 


Mlk 2.66 で ある 。 如 転 写真 , ワイ ゼン 


ay=16.60A, bo=7.26A, co=11.85A, 
@=B=7y=90°, z=12 を 得 た 。 eee 


oe nes ABO OM RE RB ; 


PANEL BT SZLHAbN, hol K 
Bik h が 奇数 の 時 に 欠け , oho Clk k 
が 大 数 の 時 に 欠け る ご こと 等 か ら , ZR 
は P2」/a CHAMARE BINS. (Min. 
Mag., 30, 150~154, 1953) BELL 
7567, カリ ホル ニヤ Cremstmore 
導 afwillite ' Switzer, G., Bailey; 
itvale lh 

Afwillite は 1925 年 責 阿 の Kimber- 
ley の dolerite 中 に 初め て 見 出さ れ た 
akc, Cremstmore 産 の も の は 第 三 番 
目 の 産 出 で あ る 。 この afwillite Hah 
変質 を うけ た 大 理 石 の 割 目 に そつ て , A 
英 や thaumasite と 共生 し , 長 さ 0.5 
~3.0mm の 小結 曲 を な し て 産 す る 。 結 
HIBS b 四方 向 に 伸び 101} に 平行 な 
板 状 で , c, d,a, e, 0, m の 他 {045} 
OS GOT ET TZ ON 
4213} {312} の 新しい 面 が 認め ちら れ た 。 
MARA L, @ i btce=2.0712:1: 
2.3513, B=98°53’ CHS; 
WIE ME.  2V=55°, @=1.616, B= 
M619 y=1631y) N= S30 相席 
は 3, 比重 は 2.62 で , 化学 成分 は 3Ca 
O.2SiO,-3H,O に 一 致す る 。 (Am. 
Min., 38, 629~633, 1953) [長谷 川 


7568, Pumpellyite 系 の 鐘 物 
Coombs, D. S. 


本 録 物 は 低 度 の 変成 を 受け た 塩基 性 岩 
“i pet Ao Michigan 州 Calumet 産 
の 試料 の , b を 軸 と し た 振動 写真 に よ つ 
CHRIS FIBRE dy =8.8140.02, by= 
5.94+0.01, ‘cy=19.1440.02A, B= 
97.6+.0.2° —CZ2af Bt A2/m と 思わ れる 。 
性 質 は 緑 44, lawsonite に 似 て お り 格 
子 恒 数 @q, by OMY TE い た め 往 々 平行 
連 品 を な す 。 化学 式 は Irving 等 (1932) 
PHEME L 7: Ca, Ry SEO (OH),-2H, 
O, {AL Re=(Ti, Al, Fe’), (Mg, Fe’, 


810° VIRB, 910°C に 発熱 反応 が ある s 
累 帯 構造 首 し く 光 学 的 性 質 は 鉄分 が Fe, 
ONE EGS 2 Da 2 ner Car 
1.698, B=1.706, y=1.720, y=<¢= 
0.022, 29=80°, 7 <u, JEshEn //(010), 
ZACH=20~25° (鋭角 8 内) で あぁ つて , KH 
分 の 増加 と 共に 屈折 率 , 22, ZAG は 
増加 し て 遂に は 20=180° と な り , 更に 
Fe が 加わ れ ば 光 軸 面 は (010) に 垂直 と 
な り 20 る 減少 する も の と 見 られ る 。 HE 
来 の chlorastrolite, zonochlorite, 
lotrite は 本 録 物 に 同定 され 一 方 de 
Villiers (1941), Sdhnge (1945) に より 
pumpellyite と され た も の は 別種 で ある 
事 が 証明 され た 。 (Min. Mag., 30, 113 


~135, 1953) (Se SF): 
7569, Beryl Mountain# wardite 
Hurbut< Crs: 


New Hpmpshire ij, West Andover 
附近 の ペグ マタ イト か ら , wardite の 単 
MABEL No これ は 世界 で 第 三 番 目 
の 発見 で あり , ユー~10mm KOKE AK 
い 結 晶 で ある 。 形態 は c{001}, a{010} 
m1110}, u{011}, t{Ol2}. より な り , 
(012) と (012) が 発達 し て いる 。 BH 
AOU Rabe P4, で .a)=7.04A, 
Cy =18.88A, ag 2 cy=1 : 2.6818,. MG 
=2.81, w=1.5940, €=1.6040 で ある 。 
化学 分 析 の 結果 化学 式 は Na Al; (PO,), 
(OH),-2H,0O と な り , 上 上 記 単 位 格 子 中 
4 SPS ENTS. (Am. Min, 
37, 849~852, 1952) [横山 ! 
7570, Si ECMAM » hydro- 
hausmannite & woodruffite 
Frondel, C, 

Pyrochroite (Mn (OH)。) MME{EAE RR 
time LC, hydrohausmannite が 天然 に 
も 産出 する こと が 確 め られ た 。 Alb New 
Jersey の Yranklin 及び ス ェ ー デ ン の 
Langban, Pajsberg 三 ヶ 所 の 標本 に つ 


いて , 人 工人 的 に 作ら れ た 


me 3 


hydrohaus- 
mannite と の X 線 粉末 写真 を 比較 し 
た と ころ 同一 の 結果 を あたえ た 4 BOT 
backstromite と 呼ば れ な た 旬 物 や この 


hydrohausmannite CHAZ. ASKIN 


A~D AVY BH (Mng Oy) の 構造 を も つた 


Mn Mn? の 含水 酸化 物 で , (Mn? Mn3)。 


(0,0), CH5HDSN4S. 正方 品 系 (go 


=5:79A, zg=9.49A) に 属し w=2.055, 


8==1.95 で ある (Franklin 7), Wood- 


= 


ruffte は Sterling Hill (N.J.) ow 
SR SKE D RAB (bc chalcophanite 等 


| に 伴 つ て 産 す る 。 化学 成分 は (Zn, Mn?), 


Mn,10,,:4H,O (Zn : Mn?=1.54: 1) で 
あら わき され , 比重 3.71, BH 45, 色 は 


「 鉄 黒 色 或 は 補色 を 時 す 。 HN Baca Me 
人 録 山 で 記載 し た 役 石 (todorokite) %, 


これ と 略 々 同一 の X 線 和 廻 折 像 を あたえ 
る 。 そ の 名 称 は この 亜鉛 旬 山 で 各種 の 標 
本 探 集 に 努力 し た _S.' Woodruff ic 
因む 。 (Am. Min.,38, 761~769, 1953) 


RAIL 


7571, Lipscombite : 合成 “KE 


(OH), に 相当 し , 


WSR OVETE Ha OE LE ATS 0 


石 ;, Geith, M. A. 

H,0 の 存在 の 下 で 第 一 灯 酸 鉄 を 酸化 
し た り , BLIP Ric FeSO, 等 を 
混 じ て 加熱 する と , 天 藍 石 lazulite) の 
Mg, Al & Fe”, Fe’ CBRLKEL 
<Q Da) 
が 正方 品 系 に 属す る lipscombite CH 
り , 他 の 一 つ は 単 斜 品 系 に 属す る と 思 は 
れる ferrous.-ferric lazulite で ある 。 
これ 等 は lazulite Mg Al, (PO』)。(OH)。 
mscorzalite Fe Al, PO (OH), 
— {i 1) AS aR と isodimorphism 
の 関係 に ある も の と み ら れ , 
は EFe Fe?” (PO 

lipscombite は この 


ferrous- 


ferric lazulite 


ee poz Fe’ CHMANK LOT, 


One 


その 端 成分 は Fe"。 (PO』)。 (OH) と し 


て あら わ さ れ る 。 叉 Te を 他 の 三 価 金 


属 例 えば Ni 等 で 置換 し た も の も 作ら れ 
Bo Fe" Fe’ lazulite は 110°~290° 
fli@ Apscombite に 変化 し , .290° 以上 
で は Fe’-free の lipscombite と な る 。 
更に .560? で は 石英 と 同型 の 
berlinite,, (Fe PO.) 及び 赤 鉄 鉱 に 分 解 
する 。 Lipscombite な る 鉄 物 名 は , He 
初 に この 結 品 構造 の 研究 を 行っ つた (1951 
年 ) W. N. Lipscomb 教授 に 因 ん だ る も 
の で ある 。 (Am. Min., 38, 612~628, 
1953) BAIL 


“Gron | 


ーー ペー 


BRBRU KW 

7572, Donegal tt7EmeROBR 
SASMOBELREB Gindy, 
AGE: 

アイ ィ イル ラ ンド , Donegal i Ballyra- 
carrick (ISGP ERED OA 
が ある 。 此 等 は まだ 層 面 を 残し , 方 解 石 , | 
Wi LIC RARA, YRATH, 
EERE, RULING O 細 脈 が 発達 
する 。 こ の 石灰 央 に は 花 答 岩 と の 接触 部 
に 一 定 の 讐 物 帯 か ら な る ADV VRRD - 
る 。 石灰 岩 側 か ら 次 の 順序 で ある 。 (a) 
KEE, FRAT BB (Beli 
ZEBDS)o (b) BH KA (c) Me 
Ai, YR (d). FARA Ee BIS Die 
Ett (AE ha BLE ha ie CPA S)o 
此 等 の 異 る 帯 は 静 的 で な く て , それ ら が 
石灰 岩 中 に 進入 し じ て 来 て , ! 遂 に 現在 位置 
に 至り 停止 し た も の で ある 。: 各 整 は それ 
より 早期 の も の を 変 代 し じ し , それ より 後期 
の も の に 交代 され る 。- か くし て 石灰 岩 の 
包含 物 が 花 議 岩 中 で 減少 し , つい に 消失 
する 機構 が 明 瞳 に 示さ れ て ゐる 。 WES 
帯 の 鉱物 成分 比 を 示し , 鉄 物 の 消長 及び 
その 関係 を 記述 し て ゐる 。 (Geol. Mag., 
60, 152~158, 1953) eas 


/ 


4 


PE a) ae ae 


F 


' 7573, Pennsylvania, Dillsburg 
BIC IS RRS POM RMS 
Hotz? Bi 
南部 Pennsylvania (KI SSA 
PER BAD ERIC KRAREROD 小岩 体 が 存 
LEG Bo FAT EY FURBO CHS 
れ た コア ー で は PRRS BS LASEK Y 
FEDTWHB 著者 は 10 個 の 試料 の 化学 
Bin 分 光 分 析 に よる PERAORE, 
その 他 種 々 の 岩石 学 的 研究 を 行 つ て いる 。 
コア エー は トー レイ ツ ト 組 成 の BURRS a 
す 急 冷 帯 , MRC ARKO 
緑 岩 と 文人 象 北 岩 の 中 間 を 示す CRSA 
TESA, BRICMASEA OMB, Hee 
2b MAPEEICE DAA 連続 関係 を 示し 
TWH FUAY &EERILIER ES & 5 3c 
象 夷 岩 の 方 に 進む に つれ で 連続 的 に 増加 

し, 鉄 は 之 の 方 向 に 増加 する が , 文人 象 斑 
PEGE CA KARL, WV CMARBE 
岩 の 方 に 進む に つれ て 減少 し て いる 。 HF 
amt LU CKRE BARRO b-VAY 
FE CHO PEAS FTL NC ABE 


岩 が 生成 され た も の で 完全 な 固 結 に 先 だ " 


ち , 鉄 , アル カリ , ERIE ATER 
交 緑 岩 床 の 上 部 に 局部 的 に 集中 し た も の 
CHO, 揮発 成分 に 富み 且つ 鉄 を 含ん だ 
液体 が 上 部 の 堆積 岩 に 移行 し て 磁 鉄 鉄 の 
生成 を 見 , 残 液 は 細 粒 の WARE LT 


結晶 し た も の で ある と 述べ て いる 。 
(Bull. Geol. Soc. Amer., 64, 675~ 
704, 1953) [植田 ] 


7574, Glen Tilt 複 成 岩 体 の 関 終 岩 
と それ に 笠 ふ 岩石 Deer, W. A. 

= CER L 2 HO =A OMB, 
こ Cd Elid RU Aiea tO fSP0 6 Hr 
BRU AE OIMEIS 就 い て 述べ て 
いる 。 Glen Tilt 複 成 岩 体 中 の 図 緑 岩 及 
U Sron a’Chro’ 7G fv BHM . Da- 
lradian epidiorite £ ) OFAN AH EO 
挿 獲 岩 を 持つ て いる 。 SAGs OH 


岩 も 含ま れる が , これ は 関 緑 岩 中 に OF 
限ら れ て いる 。 片岩 の 挿 獲 岩 中 に は 斑 状 
変 晶 状 の 角 関 石 が 発達 し , その 周り に は 
角 図 石 に 宮 ん だ 反応 帯 が 形成 され る 。 . 角 
alt, 最初 の 緑色 より 淡 褐 色 , Ite 
の 角 関 石 の 生成 と な り , 更に 著者 の 
second generation の 角 関 石 (緑色 ) が 
品 上 出し , これ は appinite の second 
generation の 角 図 石 と 光学 的 に 同 
じ で ある 。 次 に 角 関 石 岩 の 皇 獲 岩 に ふれ 
Bo 最後 に appinite ORAM CH 
察し , 上 述 の 反応 の 産物 の 鉱物 学 的 性 質 
及び texture 等 より , この 複 成 岩 体 中 の 
代表 的 な 二 種 の 角 図 石 を 含む appinite 
が 角 関 石 片 岩 よ り 生成 され た も の で ある 
ERX TW Zo 
appinite (これ は single homblende 
generation) は 同様 の も の で な く , RS 
く 角 関 石 岩 か ら 発達 し た も の で あら うと 
述べ て いる 。 (Geol. Mag., 90. 27~35, 


quartz-orthoclase-: 


1953) [ EBY | 
7575, BRE Ss D282 DSIRE 
PCRS SitarRODm —— East 


Greenland, Skaergaard OWR 
Wager, L. R., Mitchell, R. L. 

East Greenland, Skaergaard ®}f 
人 岩 類 を 構成 する 種々 の BARU 
就 い て 分 光 分 本 に より 多数 の 微量 元素 を 
検出 し た 。 RK 地区 の PEA NILA 
lopolith 或 は 厚い sheet IRYZPEHLL, 
玄武 岩 質 岩 紅 の 結晶 作用 が 岩 此 溜り の 項 
上 近く か ら 始 まり , 生じ た 結 品 は 対流 の 
ASE FACE CUAL, Fa ER 
に 向 つ て ゆ つ くり 固 結 し て BRESTS 
も の で ある 。 岩石 は 斑 糖 岩 ピ クラ イト , 
RNS, SHG ASS, Bik 
BAt Ss OMBE, フェ ロホ ー ル トノ 
74} TSE, GRAPES, 
HAAETE GR GABE (SiO, 52%), 
HOME SCRE (SIO, 75%) 等 一 連 の 分 


組成 の 変化 に BRT ALOE 


ESC,‘ Mn; .S 


ir co Sie > 5 
別 結晶 岩石 が 産出 し , BahCRG Se | の Bouguer 異常 を 示し て いる の が 認め 
時 元素 の 分 布 状態 は 分 別 結 品 に よる 破 物 られ る が , これ は 深部 に 起因 する も の で 


は れる 。 - 
Cr, Ni は 早期 の 岩石 中 に 濃縮 され , ' 後 
期 の も の に は 殆ど 含ま れ な い eP, V, Cu, 
HIBS 之 よ り 少 し く 後 
ORPHAN > BEG ee SE wo BEML & GREE 
炉 岩 中 に 最大 量 に 達し , Li. Zr, Yt, La, 


| Ba, Rb 等 は 分 別 結 晶 の 残 液 中 に 残る 傾 


Atel, 


RD BIO 2 Feta LT 


「 いる 。 fa Co, Sr, Ga, Mo 等 の 元素 は 


KURAEA SNF Co は 早期 或 は 中 
期 に , Sr は 中 期 に , 
僅か に 富み 又 Mo は 早期 と 後期 の 岩 
BPICBA ん で いる が ;」 中 期 の も の に は 
念 ま れ な い 。 (Geochimica et Cosmo 
ehimica Acta,.1, 129~208, 1953) 
(ELH | 

7576, BHRAACOBOBADABEt 
OUmBOBSICAT SMR Bott, 
MSE <P: 

種々 の 酸性 痢 和信 体 (EMBO th) Be 
に 密 出 し て いる も の , 及び 蜜 出 し て いな 
いも の 一 に 就 い て の 重力 測定 の 結果 が 総 


Ga は 後期 の も の に . 


| 


な く 地 下 10 料 以 内 に 関係 し , 密度 の 小 
さい 酸性 導 入 体 と より 大 きい 坪 岩 と の 間 
の 直接 の 密 鹿 差 の 反映 と 考え られ る 。 そ 
し て この 様 な 事実 は 次 の 二 つ の 暗示 を 種 
、 え る も の で ある と 著者 は 述べ て いる 。 (1) 
大 き な 負 の Bouguer MH sHaRe RB 
し て いる (その 岩 此 の 生成 は 色々 考え られ 
る が 岩 此 状態 で の 意味 で )。 一 方 大 き な 異 
常 の な いも の は 花 賠 岩 化 作用 の 可能 性 が 
ある 。.(2) これ ら の 重力 異常 は 地 需 学 的 
証拠 に た 依 つ て る も, 有 又 大 成 岩 の 岩石 学 的 分 
布 に 依っ つて も 裏付け され る が , これ 等 と 
関 験 し て 地 誤 の 構造 は 正 部 より 堆積 岩層 , 
変成 堆積 岩層 , 花 局 岩 質 双 は 上 部 層 , K 
武 岩 質 又 は 中 間 層 に 分 けら れる で あら う 3 
EMNTWSZo (Geol. Mag., 110; 257 
~267, 1953) 『 島 津 ! 


7577. *gOH ABS eHmARA 
SAVBRLEOMMBFT SMOR 
aie FE. Hess; Hee EN 


REIMER CV AY ERAO X Huelbr 


括 的 に 述べ られ て いる 。 RHEO UGE AS 写真 が 与え られ , 基 等 の 類似 性 が 指摘 さ 
若干 の 次 料 に 就 い て な され , その 結果 が れ て ゐる 。 次 に 測定 され た 単位 格子 の 大 
討論 され て いる 。 酸性 逃 入 体 は 殆 と ど 負 き を 示す (A)。 
{ 
| 1 ; 2 3 | 4 | 5 6 
ATA A Lev a Re a Oe OR 石 フェ ロサ ライ ト | KOR 
| He Ay 7a FEA a Fa UA Ausable Quad.|Herault Calif. 
St. L Ce . 
Mg100 [Cas Mgss [Car Meus Co, Cayy Mey Cao Miz | Cays M83 
S28 OY Fe, | Fess | tag 
a 9.618 | 9.692 9.712 9.750 9.804 9.854 
b 8.828} 8.917 8.959 8.930 8.980. | 19.024 
3 5.186 | 5.239 | 5.251 5.249 S299 | 61268 
vi Eee ely foe 9 sO Mao 74° 10’ 74° 46 | 75° 40’ 


a a 


~ 


ee) ee 


ABLE BEY AYE, ビジ オン 


WRG ds% subcalcic 7 HRB, PRA dD bw 
TIRAG A RAR VCR A db TRG AO BA 
NERS F BE URINE GAL TS 
FACOMAMEG IS BAL 同 一 の HE 
人 造 を も つて いる 。 単位 格子 の 大 さ 及 光学 
的 性 質 の 測 守 に た よ つ て BER (BAR 
分 が か な り 正 確 に 決定 せら れ さ う で ある 。 
それ を 示す ダイ ヤ ャ グラ DRA CHS 
(Am. Jour. Sci., 251, 741~752, 1953) 


(Fis | 
kh ik # 
7578, BEBRMOMRMR Auger, 


we E., Maurice, O. 


人 金属 鉱物 を 肥 射 頭 微 鏡 下 で 観察 する 場 
合 , 光学 性 及び 次 僕 試験 の 結果 が 類似 す 
ZBINORINLA SD CTW 特に 細 粒 の 
LORAMAROYS, 周囲 の 鉱物 の 電 
UCB WHEY 決定 に 不都合 な 場 
合 が 多く , PREORBE BTS. HH 
LOY bORRE AZ 5 RDS SARE 
BAL, これ に さよ る 実験 を 行う つう て いる 。 
即ち 録 右 研 愉 片 を 加熱 し , その 時 生成 す 
Sim LOS ERIRORRE 及び それ が 
出来 る 温度 より 金属 伝 物 を 区 別 し よ ょ うと. 
する 試み で , DRE I DTA Ele 
据付 けら れ た 小型 電気 炉 中 で 加熱 せら れ , 
その 温 庶 は 普通 常温 より 650°C MRE BA 
で 行なわ む われ, これ まで 区 別 が 容易 で な か 
っ つた 硫 鉄 テッ ケル 鉄 一 磁 硫 鉄 鍛 , WSR GK 
—HRSIGR GK, 淡紅 銀 鉱 一 濃 紅 銀 鉱 等 の 識 
別 が 可 な り 明 瞭 に 出来 , 従来 の 方 法 に 比 
WLC 1) 細 粒 鉄 物 の 鑑定 が 容易 で ある 。 
2) 化学 的 礁 僕 よ り 被 膜 が 均質 に 出来 る 。 
3) HE OPN CHAT SS OBO 
MDNBABVC 7S Do 4) 実験 は 未経験 者 で 
も 出来 る 。5) 温度 の 調整 が 容易 で ある 。 
6) 実 険 は 乾式 で ある た め 化 学 的 座 僕 の 様 


に 取扱 に 不便 は な い 等 の 利点 が ある 。 実 
験 中 観察 する 事項 は 3) Be mh EVRY 
る 被膜 着 生 の 温 鹿 , b) 被膜 色 の 種類 , c) 
被膜 の 着 生 状態 , d) 揮発 物 の 存在 , 8) 
鉄 物 が 燈 融 或 は 揮発 する 場合 の 温度 , 
GNOMES SC, SOME BWV 
\SHESMGE (18°C), B= 7 IV GK (110° 
C), PSATGReR (120°C), HRERBA (150°C) 
WESMGE (260°C), 磁 硫 鉄鉱 (270°C), Gl 
#@ (275°C), YRRTERSE (290°C), BSB 
(305°C), Zu—2gRe (430°C’, Ea 
23 BK (440°C), BEBRSK (540°C) 等 
が 夫々 附 記 の 温度 で 被膜 を 生じ る が , 赤 
GREE, 複 鉄鉱 及び 針 鉄 録 は 全 々 変化 し な 
vo (Econ: Geol., 40, 345~352, 1945) 

[SAN]: 
7579, Normetal #§W#SSROR+ 
関係 Putman, H. M. 

AGILE HF YO Quebec BP AWAY IZ 
あぁ あり Keewatin 火山 岩 類 の 破砕 帯 に 支 
配 さ れ て ゐる 。 ABH MAILIRB, 
黄銅 鉄 , PYHEGAGLS EL LRGRSK, RET 
GRE, ASKS, EAE FEW, Zit 
WS CHELAN TU BURL CHPIR, TBR REE & 
示し て ゐる 。 MAMIIKO ERI GOR 
が 出来 る 。 

(1) TREE AA ILORO SK Ae DANTE 
Ge PCR T SVCPAMEEA SAIL REAR RRA 
Rida CAR WRAL, 多量 の 石英 の 他 , 
BERIRER SRR, BGK, TEAS ASD ESA 
め ら れ , 之 ら の 品 帆 順序 は 黄 鉄鉱 >( 石 英 
— PQ FEES Gk — Ba SA GK | -> HEP SK OIG & 2 Z 
られ る o 

(2) SRVEZR—SGR GAY RR ANA BR AP 
Whe RT INGO Ith, RODEO, 石英 , 
ATE ESE SAAD SO HIBS 次 の 
よう で ある 。 FRG RARE (Fe 
BS GA— PORE GD GK) > ERAGE 

(3) ARTE AL BME SAHA Bar Gk 
Pind BAC CO HIRI ICH 


HERG ERA OIECH Bo 


(4) HE A—SroK AA BESRGK, 関 亜鉛 


AR, 磁 硫 鉄 鉄 等 が 黄 鉄 鉄 の 亀裂 を 


充 し て いて その 品 出 順序 は 次 の よう で あ 
Bo BRR BEA — (BH GK—BY TEA 
BAe) - HRM 
(5) BRAM 徴 粒 黄 鉄 鉄 よ りな り , 小 
BBE BEV SOC EMRE BOT 
る 。 (Econ. Geol., 38, 313~322, 1943) 
[阿部 ge | 
7580, Yukon h%, Dublin mic 
お ける 鏡石 の 成因 
GALT ¥ Ck 稀 な 存在 で ある 
が , Dublin RE CEOEMRRDER 
きれ た 。 こ の 地方 は 古来 金 が 産出 し , ZL 
灰 重 石 が 存在 する 。 こ の 鉄 床 中 に 春 あ り , 
THES, BREA BRU RICA, 
GA, 電気 石 を 伴 ふ 脈 石英 より な る 。 灰 
重石 は 峡谷 上 流 の 花 過 図 緑 岩 に 関係 する 
ペグ マタ イト , 石英 脈 , 接触 変質 鉱床 に 
起因 する 。 鈴 石 は これ 等 の 鉱床 その 他 か 
ら は 見 つけ られ な い 。 分 光 分 析 に よる と 
PINE ENTE. BANS LRA, 
GR, RVC CHET AZ. BA 
の 共生 鉱物 は 次 の 如く , それ を 品 出 順序 
の 順に な ら べ れ ば , BIER, 石英 , BE, 
BRA, BRB, Hao Cb 0, 高温 の 
鉄 床 と 考え られ る 。 BAL i HE 
ある 黄 玉 , RA BALE CAMS 
れ な い 。 この 鈴 石 鉱床 は 火成岩 中 に その 
PACERS 認め られ な いと し て も , それ 
た 起因 する も の と 思わ れる 。 電気 石 を も 
つっ て くる すべ て の 油断 面 , 断層 は , それ 
が 堆積 岩 , 火成岩 た る を 問 は ず 曲 石 の 存 


| 在 に 注意 を 要する 。 何と な れ ば 鈴 石 と 電 
気 石 は 西部 カナ ダ で は BRE MBER 


(Econ. 


する と 思わ れる か ら で あ る 。 


Tea se 


162: 


Thompson, R M. ~ 


eee iy erg 4: 
a * ie cage aa 抄 7 
A, ~ 4 
| BROKE BRL CED, mma Geol., 40, 142~147, 1945) . 鈴木 ] 
GK. PAHSACKDLD n, その 品 出 順序 は 7581, Mansfeld 銅鏡 床 の 成 因 
BERGA (GFE REE PAB SOK) > White, H. C. 


本 鉄 床 は ドイ ツ の Haltz の 
に 位 じ 二 畳 系 の 黒色 源 青 質 頁 岩 中 に 有 礎 胎 
し て いる 。 この 附近 の 地質 構造 は 向 斜 構 
meal, 地層 は 向 斜 軸 に 対し て 略 平行 
7 VBR CLOTHS NCS そ を 
D BENE FAVA GCE RAID SOC; 
FEE GMCS, 且つ この 近く は 
BS 6 OBES & 0, 方 解 石 と 僅 量 の 石 
MIC EO CHES NCS 

SE BEG LDS DESEO RS SRC 
前 者 が 優勢 で , RHILABORERUM 
層 の 近く に より 集中 て お り , 遠ざかる 
に 従 つ て 低 品 位 と な る 。 又 鉄 脈 が 頁岩 や 
POE LRG SMM HY VER, tt 
= YF NGK, ウッ ウケ ライ ト , ETRE GB 
UR 7 ン 仮 等 を 生じ 鉱石 中 に は 和仁 Au, 
Ag, Pt, V 等 が 少量 含ま れ て いる 。 

本 鉱床 の 成因 は 従来 ~ syngenetic 説 と 
之 に 反対 する 二 つ の 説 が ある が 著者 は 鉄 
床 の 腺 胎 状態 及び 鉄 石 鉄 物 の 産 状 か ら 本 
鉱床 が epigenetic で ある こと を 強調 し 


て いる 。 (Econ. Geol., 38, 64~69, 
1943) OK! 
7582, JR ORBA Newhouse, 

筆者 は 塩化 アム モニ ウム , 塩化 加里 , 


加里 明 氏 を 夫々 の 流動 溶液 中 で 生成 させ , 
その 結 品 生成 の 様子 を 見 た 。 その 結果 流 
動 芝 液 中 で は 結 品 の 発達 は その 上 流 側 に 
お いて 最も 著 し か つ た 。 好 も 上 流 側 に 最 
大 の 沈 淫 が 行 は れる の で あぁ つて, 装置 中 
の 小さ な ガラ ス の 障害 物 に も 上 流 側 に 皮 
膜 を 生じ , 下流 側 に は 殆ど 或いは 全く 生 
じ な い 。 又 准 側 に 関し て は 上 流 側 に 対し 
て 急 速 に 行 は れ た 。 上 上記 実験 か と ち , も し 
結晶 が 動か ず 座 液 が 移動 する の で あれ ば ぱ ば, 
結 曲 の 成長 方 向 を 昧 帯 構造 , 面 の 相対 的 


その je 


‘x 


* 


“ 
fo) 


SOD ORDER i ay 


発達 程度 KALMAR BSc 


より , BROMB AMS 推定 する こと が 
出来 る 。 

Missouri 州 産 の 方 鉛 鉱 の 単 一 結晶 で は , 
白 鉄 鉄 の 表面 連 品 を 有 し , 又 断 面 に お い 
て は 微量 成分 の 比 を 異 に する 為 の 成長 帯 


が 見 られ , 或いは 容 洞 を 包 信 する が , を 


れ 等 は 明らか に 鉄 液 の 流動 方 向 を 示す 如 
き 非対称 性 を 示し て いる 。 Mexico の 或 
ARIK PO ABIL, BURA, 粘土 様 鉱 
物 及 び 脆 安 銀 鉱 の 表面 連 品 を 一 方 の 側 に 
DAAC, 反対 側 に は 生じ な い 。 これ は 
表面 連 品 の 生じ た 側が , 鉱 液 の 流動 し て 
来 た 方 向 で ある 事 を 示す 。 又 Arkansas 
州 の 右 英 結 品 群 に お いて は , 相対 的 に 最 
も 小 な る r 面 に 垂直 な 方 向 が 成長 速度 大 
な る 方 向 で , その 面 が 流動 鉄 液 の 上 流 側 
に 面 し て いた 事 を 示す 。 (Econ, Geol., 
36, 612~629, 1941) [鈴木 ] 


へ ~~ 


ar ae 


ーー 


7583, Williston s€fth OR 


# Barnes, T. R. 

Willston 盆地 は South Dakota, 
North -Dakota, Montana 各州 及び 
Manitoba, Saskatchewan, Alberta に 
#9, Canadian Shield, Big Snowy 
山地 及び Black Hill 等 の 山地 帯 に よ つ 
て 囲ま れ た 古 期 の 堆積 盆 で , その 中 天 部 
VULVA) OEE OBE LO 地層 が 覆っ 
て いる 。 この 地域 で 石油 及び ガス が 探査 
され た の は , Ceder Creek FMRY 
Bowdoin ドー ム に 於 ける 漢 い ガス 田 の 
発見 に 起因 し て お り , その 他 Nesson ¥ 
BUCO TO 探 堀 さ れ た が , その 中 で 
Pre-Cambrian の 地層 まで る も 握 疫 され て 
いる も の も ある 。 これ ら の 結果 現在 で は 
Alberta の Edmonton 近傍 に ある 
Leduc, Redwater 油田 で な みな られ る よう 


; Se Bea 
に Devonian の 石灰 岩 中 に ガス の 徴候 


が み ら れ る 等 , 古 生 層 中 の 石灰 岩 乃 至 ド 
ロマ イト 中 に 多少 と も 油 及 び ガ ス の aH 
を みる に 到 つ た り 一 層 開発 の 機運 が 進ん 
で ERE NR 24 DEAE 
の 広 さ を 占め る Williston Biwis, 平均 
6000 Reg Space 少く と も 6 
つの zone, 更に 5000 753 7000 Re 
算 す る 古 生 層 中 の Charles, Mission 
Canyon 層 (何れ も Mississipian) の 各 
層 及 び Devonian, Silurian に 属す る 地 
層 中 の 15 の zone に 油 及 び ガ ス の 集積 
が 期待 され , 今後 この 地域 が 推定 乃至 予 
定 油田 と し て の 多少 と も の 価値 が 明か に 
され る に 到 つ た 。 (Bull. Am. ‘Assoc. 
Petrol. Geol., 37, 340~354, 1953) 
、 加藤 

7584, カリ フ オ ルニア 了 ア 州 Kern 地方 の 
West Edison 油田 の 地質 
Sullwold, H.. H. i 

West Edison 油田 は Bakersfield の 
南東 方 約 9 MED San Joaquin Valley 
の 南方 に あり , 19380 年 及び 1981 年 に 
Mountain View 油田 及び Edison 34 
田 が 発見 され て 後に 1935 年 に West 
Edison 油田 が Shell Oil Co. ic} Tt 
開発 すら れ た 。 この 池田 は 大 体 中 新 世 の 
時 代 の 砂岩 より 搾油 され て お り , WOH 
て いる 湯 硝 は 非 海 成 層 の Chanoc Bye 


、( 誹 新 世 一 中 新 世 ), 海 成層 の , Santa 


Margarita 砂岩 (中 新 世 上 部 ), 海 成 
層 の Nozu 砂岩 (中 新 世 中 部 ) RU 
Olcese 砂岩 (中 新 世 下部 ) で 油井 は 約 
4000 ORISHEL TW So 層 序 学 的 に 叉 地 
質 構 造 的 に 詳細 に 記し て ある が , 何れ も 
Sauta Margarita Hoy Uc feet 
へ 中 新 世 に か ゝ わる Chanac Formation 
と 中 新 世 の Edison 頁岩 に 関係 の ある 
Nozu 砂岩 と Olcese 砂岩 に つい て 述べ 
で い %46 Chanac-Santa Margarita の 


% 
| 


. : goonal humid, 


関係 に つい て は 特に 地質 断面 図 と 油井 の 
電気 柱状 図 に て 図示 し , Edisan 頁岩 を 
中 心 と し た Nozu 砂岩 と Olcese 砂岩 
に 関し て も 油井 番号 と 共に 地質 断面 図 に 
て わか り 名 く 図示 し て ある 。 地質 構造 に 
関し て は , いづ れる も 電気 柱状 図 に よる 各 
油井 の 対比 より 断層 の 関係 を 明瞭 に 図示 


_ し , 特に 油井 17, 21, 28, 34 号 井 に 関 


し て の 油 の 滴 つ て いる 状態 を 図示 し 検討 
し て いる 。 現在 は この West Edison で 
は 180 油井 が あぁ つて 800 万 バー レル の 
We ZEW, - 油井 一 つ で 平均 一 日 23 バ 
ー レ ル の 油 産 額 を 示し て いる 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 797~ 
820, 1953) [阿部 
7585, Sedimentary tectonics と 
Sedimentary environments 

Krumbein, W. C., Sloss, L. L., Dap 


ples; CG: 


Sedimentary environment の 節 念 は 
主として 地質 学 人 的 営 力 と 堆積 物 の 性 質 と 
の 関係 を 研究 する 現世 堆積 物 の 研究 か ら 
起り , 堆積 岩 の 性 質 を 左右 する 重要 な 因 
子 で ある 。 Sedimentary tectonics は 
地質 時 代 の 堆積 物 の 研究 か ら 発 達し , 地 
MAHER DA Kem kY) 厚い 堆積 物 を 
BL, 古 も 両者 の 堆積 物 の 性 質 が 異な つ 
て いる と いう 観察 か ら WC HED 6 N71 
念 で ある 。 造 構造 運動 の 要素 と 強 さ の 識 
別 , 或いは 環境 に よる 堆積 物 の 相違 は , 
造 構造 運動 , 環境 , 生物 学 的 作 因 を 統合 
し た 仮設 的 な 「 堆 積 輸 回 」 に よっ つて 評 
価 す る の が よい o ある stratigraphic 
interval の 間 に あ る 環境 の 分 布 を 判断 し 
明らか に する 実際 の 方 法 と し て tecto- 
environmental classificatian を 提案 
する 。 これ は 横 烈 に 
transitional, epineritic, infraneritic, 
bathyal 及び abysal, restricted la- 
lagoonal 


continental, 


restricted 


RS # 9 


arid の 各 environment の 連続 を 取り , 
縦列 に shelf, intracratonic basin, 
geosyncline を 取り 横 列 の 各 environ- 
mentー と 組合 せ て その 組合 せら れ た 堆積 
物 を 統合 し て 示す 。 (Bull. Am. Assoc. 
Petrol. Geol., 33, 1859~1891, 1949) 

(AI J 
7586, WmMBOLBEPI—KbY 
Kay, M. 

北ア メリ カ の BHM S Haws CHS 
の 分 類 説明 を 行い , 北ア メリ カ 中 央 部 の 
Ak HbVC “‘Hedreocraton” と いう 名 称 
を 与え て いる 。 地 向 斜 分 類 の 大 略 は 次 の 
如く で ある 。 

Orthogeosynclines }; 線 状 , 深く 沈降" 
する 。 浅海 か ら 深 海 迄 に 豆 り グ クラー トン 
聞 に 位置 する 。 こ れ は volcanics を 伴い 
JEVRIKIEMET BZ eugeosyncline と vol- 
canics % PelxMANVEVEZR miogeosyn- 
cline と に 分 けら れる 。 Parageosyn- 
clines; 普通 卵 型 , orthogeosynciine よ 
り 不 活 枯 な 沈降 を 行い 短命 クラ ー ト ン 
内 に 位置 する か 或いは クラ ー ト ン に 近接 
し て 位置 する 。 これ は exogeosyncline 
(orthogeosyneline か ら 震 状 に 広がり , 
detritus る 主として 其処 か ら 受 ける 。 ), 
autogeosyncline (クラ ー ト ン 内 に 分 離 
し て 存在 する 沈 積 地区 , detritus は クラ 
ー ト ン か ら 受 ける 。), zeugogeosyncline 
(クラ ー ト ン 内 の 上 昇 地 区 に 隣 接し た 沈降 
区 , detritus は 主 に 隣接 の 上 昇 地区 より 
受け る 。 ), の 3 に 分 けち れる 。 基 の 他 , 
上 述 の 如く hedreocraton と の 関係 に よ 
つて 定義 づけ し な い geosyncline と し 
て , taphro-geosyncline, epieugeos- 
yncline, idiogeosyncline, paralio- 
geosyncline を 挙げ て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 31, 1289~ 
1293, 1947) [田口 ] 


pers 4 
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7587, Fy et— Zh DBR McCoy, 
A.W. : 
Fy —-Ayiauy YI, ワイ 
オミ ング 州 南 東部 , ネブラスカ 州 西部 , 
カン サス 州 北西 部 に また が る 構造 盆地 で , 
カン ブリ ア 紀 か ら 第 三 紀 迄 連続 的 累積 を 
示し 厚い 堆積 物 で 構成 され て いる 。 著者 
は 従来 の 多く の 地質 学 的 ZORA B iso- 
pachous map を 作成 し , (本 論文 に 於 て 

は MS グリ Totes a 77 TT 
オル ド ピ ビス メス 紀 五 灰 岩 白雲 岩 , 中 部 オル ド 
ビス 紀 砂 岩 , 上 部 オル ド ビ ス 紀 石 灰 岩 白 
am, ERS RY RoSeaks, = 
Vy Pee oy yes = 7 ih 
[Bh Set, ジュ ラ 紀 , At. , 正 
BA EM OCYIFT BROOK isopa- 
chous map を の せ て いる 。) FYN-# 
地 の 造 構 運動 の 地 史 を 概 察 し , その 構造 
前 発展 を 復元 し て いる 。 デン バー 委 地 は 
現在 の 構造 盆地 を 形成 する 迄 に 地質 時 代 
を 通じ て 顕著 な 造山 , 造 陸 の 人 造 構 運 動 を 
{PWD > 変化 発展 の 歴史 を 経て 来 た も の 
で , カン ブリ ア 紀 か ら 現 世 迄 の 地 史 は 特 
徴 的 な 造 構 発展 の 輸 四 を 表し て いる 。 古 
年 代 初 期 の 谷 は 古生代 後期 に 山地 を 形成 
っ, COB WEE LAV TRE Re 
WME LM? 古生代 後期 に 谷 と な っ つた 
部 分 は 白 牌 紀 後 期 に 再び 山地 を 形成 し 一 
方 古生代 後期 の 山地 は 緩 漫 な 上 昇 RU 
降 人 運動 を 操り 返し 第 三 紀 層 計 続 いて 現世 
DEW OBMe ERM LOR 
isopachous map 2/5 Yh RIO Hie 
を 解析 し て いる こと は 興味 ある 問題 で あ 
る 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
, 37, 1873~1893, 1953) [島田 ] 
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7588, 石英 結晶 の 合成 Walker, A.C. 
4 ivt, RE 474- + OR 


} 


針 オ ー ト クレ ー ブ 中 で , 約 :60 ARC 1 
ポン ド の 石英 単 結 晶 が 作ら れる 。 これ は 
温度 に よる 深 解 度 の 差 を 利用 し た も の で , 
溶媒 と し て は Na, CO, Belk Na OH の 
1~4N 水深 液 を 用 いた 。 オー トク レー ブ 
は 直立 し , その 下部 に SiO, 供給 源 と し 
て の 石英 結晶 を お き , この 部 分 を 約 400? 
に 加熱 する 。 (この 温度 で 圧力 は 約 1000 
気 大 に 相当 する )。 上 部 に 結晶 種 と し て 
DBR BT 上 部 の 温度 は その まま で 
下部 より 10~20° 低い 。 落 液 の 種類 , 
WE, オー ト グレ ー ブ の 大 き さ , 温度 差 
SERIE AC, 結 品 生長 の 速度 や オー トク 
LV -7 OMSL LEN?2o 生長 速度 は 
0.015~0.1 inch/day で ある 。 (Jour. 
Am, Ceram. Soc., .36, 250~256, - 


1953) [長谷 川 ] 
7589, PRBRORLICOWT Mae 
安 , 加藤 健 造 


FER MERK RI 無 療 光 和 標準 体 と され て い 
る 程 で ある る が , これ は 3200~4000 A 
の 紫外 線 に つい て で ある 。 これ より 短 か 
い 波 長 で ある 2537 A の 蒙 外線 に つき ) 
種々 の 陶器 を 試験 し た 結果 , Mai Rt 
FETSORHSo KE MMCOWT 
の 結果 は , GRA NBORGt OZ, 
三 の も の が , その ま ・ ゝ で 上 或 は 加熱 放 冷 後 
IEE 示す こと を 認め た 。 そ こ で 種々 
の 元素 の 酸化 物 , 塩 等 に つき , ガ ラス , Fi 
PEPE LTA ウツ ウラ ビル ハ ジン ル コッ ウン 
FIV, MROAMPWwSOKnRE 
する こと が わか つた 。 WERE O FEE 
USMWOART ROCA, 大 抵 藤 色 若 し く は 
青白 色 で ある 点 か ら , 附 活 体 は 鉛 で ある 
と 思 は れる 。 鉛 の 含有 有 量 と 喜 光 輝度 及び 
基体 の 化学 組成 と の 関係 を 実験 し , 長石 
の 含有 する 鉛 の 量 , HILAL LCOS 
磁器 の 化学 組成 を 検討 する 時 , Motika 
RE ORAK 含ま れる 鉛 に 由来 する 。 
(科研 報 28, 132~138, 昭 28) [横山 ] 
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地 層 FB BR ERY 地層 に 関す る 基礎 的 な 諸 問 題 を , 著者 が 自ら 掲げ て い 
る よう に ROBBERS NOW HH BOLREBOPEE, HORS RE 
に 立脚 し て ” と りあ つか つた 。 堆積 論 (BILE) に 始ま り , 地層 を 単 層 の 問題 か ら 
遂 次 展開 し て いつ た 地層 論 (2B) RUE (BSE), WIE (4) hE 
を 近年 の わが 国 の 地質 学界 , 特に その 団体 研究 の 成果 を 基礎 と し て 述べ て いる 。 導 
者 が 登米 海 や 古 ア バシ リ 湖 の 問題 な どの 研究 で 自ら 体験 し た 概 本 的 な 地層 の 問題 が 
体系 づけ られ て いる こと と , 近年 の 新しい 事実 と 次 料 が も 人 なれ て いる 点 で 多く の 指 
針 を 与え る も の と 琶 える 。 KEK 316 頁 , 附録 , 吉 生 界 ~ 第 三 ・ 下 系 対比 表 及 び 本 邦 
産 古 生 代 ~ 新 生 代 示 準 化石 表 。( 岩 波 書 店 , 1953 年 11 月 発行 , 880 円 )  pneBS) 

$e 康 時 滝本 He ABMS SER RROWMERL, MRSS 
FEA LETZARPCRURSS OBR OBACAT ZEN CHSANK SOT, GE 
学 の 基礎 を な す 総 論 に 重点 を 置き , (8X ORRORMIVDER DOPED LNT 
いる 。 そ の 内 容 は 総論 , 各論 及び 日 本 の 録 物資 源 の 3 編 よ りな り , その うち 総論 は 
ABO 4 割 を 占め , BR. MRELUWE BRORK, BODE. 鉄 床 の 形 
熊 , URORE, BMORE, GMOLRIBR, ARBLUMBOBRDA, SKK 
の 生成 に 関係 ある 火成岩 , BRL, GREROIRE, BOA, 鉱床 区 と 鉱 
床 生 上 成 期 等 録 床 の 成因 的 な 分 野 及び 最近 の 興味 ある 二 , 三 の 問題 に つい て 箱 々 詳し 
く 記 述 さ れ て いる 。 一 方 各論 は 乏 種 別に 記載 され て お り , BSR RUB ERMO 
(Me 雲母 石綿, Ba, Bava, HASSESRSMOMAIIVEN, BIR 
BPKORMARICUNEORLRUGMHARAD< bh, 産 額 統計 表 が 掲載 し て あ 
So AX 379 A (ARR, say 28 年 8 月 発行 , 定価 "800 円 ) [a7] 
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